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一
　
は
じ
め
に

二
　
明
治
期
に
お
け
る
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
存
在

　
㈠
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る„D

r. jur.

“

　
㈡
　
明
治
期
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
全
体
像

三
　
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
の
歴
史
的
意
義

　
㈠
　「
第
一
期
」

―
立
法
的
摂
取
へ
関
与
し
た
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス

　
㈡
　「
第
二
期
」

―
帝
国
大
学
法
科
大
学
体
制
確
立
期
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち

　
㈢
　「
第
三
期
」

―
私
学
の
法
学
教
育
の
充
実
と
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス

四
　
む
す
び

 

加

藤

学

陽

明
治
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
研
究
の
先
駆
者
た
ち

―
「
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
」
の
存
在
と
役
割

―
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一
　
は
じ
め
に

　
わ
が
国
の
法
制
度
の
近
代
化
は
、
ひ
と
く
ち
に
西
洋
諸
国
か
ら
の
「
法
の
継（
1
）受」
の
中
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。「
明

治
一
四
年
の
政
変
」
の
後
、
明
治
国
家
は
立
法
の
模
範
国
と
し
て
ド
イ
ツ
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
憲
法
の
施
行
以
後
、
立
法
の

み
な
ら
ず
法
解
釈
の
指
針
も
ド
イ
ツ
法
に
依
拠
し
始
め（
2
）る。
そ
し
て
、
主
だ
っ
た
法
典
編
纂
が
一
応
完
了
し
た
明
治
三
〇
年
代
以
降
は
日

本
の
法
学
者
の
ド
イ
ツ
法
学
へ
の
傾
倒
が
顕
著
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
法
学
的
摂
取
の
時（
3
）代」

を
迎
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
へ
の
日
本
人
留
学
者
の
う
ち
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
法
学
の
学
位
を
取
得

す
る
人
物
た
ち
が
出
現
し
始
め
る
。
学
位
を
取
得
す
る
ほ
ど
に
ド
イ
ツ
で
研
鑽
を
積
ん
だ
彼
ら
こ
そ
、
帰
国
後
の
日
本
で
ド
イ
ツ
法
の
継

受
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
彼
ら
の
こ
と
は
、
日
本
の
近
代
法
史
上
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
尤
も
近
年
、
日
独
法
学
交
渉
史
の
研
究
と
し
て
、
特
に
刑
事
法
分
野
で
ド
イ
ツ
の
学
位
を
取
得
し
た
大
場
茂
馬
、
岡

田
庄
作
、
山
岡
萬
之
助
、
武
田
鬼
十
郎
、
鳥
居
誠
哉
（
也
）、
山
川
幸
雄
と
い
っ
た
人
物
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ

刑
法
学
継
受
の
「
担
い
手
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ（
4
）た。
さ
ら
に
、
会
社
法
の
受
容
と
と
も
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
日
本
の
会
社

法
を
紹
介
す
る
役
割
を
果
た
し
た
高
木
甚
平
や
神
戸
寅
次
郎
も
ま
た
、
商
法
分
野
の
学
位
取
得
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
学
位
請
求
論
文
を

分
析
し
た
研
究
も
近
時
発
表
さ
れ
て
い（
5
）る。
し
か
し
な
が
ら
右
に
掲
げ
た
研
究
は
刑
事
、
商
事
と
い
っ
た
特
定
の
法
分
野
に
限
定
さ
れ
た

研
究
で
あ
り
、
明
治
期
に
ド
イ
ツ
で
法
学
博
士
号
を
取
得
し
た
者
全
般
を
対
象
と
し
た
全
体
的
視
点
に
は
欠
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
本
稿
は
、
明
治
期
に
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
現
地
で
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
人
物
を
「
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ（
6
）ス」
と
呼
び
、
そ
の
近

代
日
本
法
史
に
お
け
る
存
在
と
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二
　
明
治
期
に
お
け
る
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
存
在

㈠
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る„D

r. jur.

“

　
本
論
文
で
扱
う
ド
イ
ツ
の
大
学
の
学
位„D

r. jur.

“と
は
日
本
語
の
表
記
に
よ
れ
ば
「
独
逸
法
学
博
士
」
や
「
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ

ス
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
取
得
で
き
る
「
法
学
博
士
」
の
称
号
と
は
位
置
づ
け
が
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
ま
ず
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る„D

r. jur.

“の
学
位
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
以
下
に
述
べ
て
ゆ
こ
う
。

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
大
学
に
お
け
る
学
位
は
、
教
授
資
格
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
中
世
か
ら
一
八
世

紀
初
期
に
至
る
ま
で
、
学
位
を
取
得
し
た
者
は
い
く
つ
か
の
条
件
を
み
た
せ
ば
「
教
師
団
」
に
採
用
さ
れ
、
教
壇
に
立
つ
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
以
降
、
大
学
学
問
の
高
度
化
に
よ
っ
て
、
私
的
教
師
を
大
学
の
監
督
下
に
置
き
、
大
学
教
授
予
備
軍
と
し

て
の
「
私
講（
7
）師」
の
地
位
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
単
な
る
学
位
取
得
者
は
講
義
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

大
学
で
講
義
の
担
当
者
と
な
る
た
め
に
は
学
位
取
得
以
上
の
研
究
能
力
、
教
授
能
力
を
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
大
学
教
授
資
格

試
験„H

abilitation

“が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ（
8
）く。
大
学
に
お
け
る
学
位
の
取
得
は
、
そ
れ
自
体
で
職
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

資
格
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
教
授
職
を
目
指
す
も
の
に
と
っ
て
通
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
前
提
条
件
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
学
位
規
定
の
一
例
と
し
て
、「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
規（
9
）約」

を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
一
八

一
〇
年
設
立
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
規
約
で
あ
る
。
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
大
学
の
「
確
立
と
変
容
」
の
軸
と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン

大
）
10
（

学
の
学
位
規
定
を
参
照
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
位
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
認
識
を
示
す
こ
と
に
な
り
え
よ
う
。
ま
た
、

当
規
約
が
「
本
質
的
に
変
更
さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
九
世
紀
後
半
に
も
適
用
さ
れ
）
11
（
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
本
稿
の
扱
う

日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
規
約
は
一
八
一
六
年
に
制
定
さ
れ
、
翌
年
の
春
よ
り
施
行
さ
れ
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た
も
の
で
あ
る
。
全
体
で
九
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
最
後
の
部
に
学
位
に
関
す
る
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
節
に
は
「
神
学

部
と
哲
学
部
は
下
級
のLicentiaten

と
高
級
のD

oktors

の
二
つ
の
学
位
を
与
え
、
法
学
部
と
医
学
部
で
は
後
者
の
み
で
あ
る
。」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
学
部
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
学
位
は
博
士„D

oktors

“の
み
で
あ
り
、
従
っ
て„D

r. jur.

“の
称
号
は
、

法
学
部
が
学
問
に
対
し
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
者
に
与
え
る
唯
一
の
学
位
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
節
に
は
「
ド
ク
ト
ル
学

位
を
取
得
す
る
者
は
三
年
以
上
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
ら
ず
、
最
初
に
試
験
に
応
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
え
出
願
に
関
し
て

そ
の
人
の
履
歴
、
特
に
今
ま
で
の
研
究
、
そ
の
大
学
で
学
ん
だ
時
の
道
徳
に
関
す
る
証
明
（testim

onium
 m
orum

）
に
つ
い
て
の
短
い
叙

述
を
提
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
、
続
い
て
「
最
終
試
験
受
験
資
格
者
は
そ
れ
と
と
も
に
彼
が
学
位
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
論
文
を
提
出
す
る
権
利
が
あ
る
。」
と
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ド
ク
ト
ル
学
位
の
取
得
に
は
三
年
以
上
大
学
で
研
究
す
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
、
試
験
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
大
学
で
の
研
究
成
果
を
証
明
す
る
学
位
論
文
が
、
学
位
取
得
の
申
込
の
際
に

必
要
な
提
出
物
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　
当
時
の
ド
イ
ツ
の
大
学
は
、
卒
業
す
る
た
め
に
一
定
以
上
の
単
位
を
取
得
し
、
い
わ
ゆ
る
学
士
の
学
位
を
と
っ
て
大
学
の
課
程
を
終
え

る
と
い
う
制
度
で
は
な
か
っ
た
。
大
学
の
課
程
を
修
了
す
る
に
は
学
位
試
験
を
受
け
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

他
に
国
家
試
験
を
受
験
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
。
国
家
試
験
と
い
う
の
は
例
え
ば
、
哲
学
部
の
学
生
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
師
に
な

る
た
め
や
、
法
学
部
の
学
生
が
官
僚
と
な
る
た
め
の
資
格
試
験
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
就
職
資
格
を
得
て
大
学
の
課
程
を
終
え

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
学
課
程
の
修
了
に
は
主
に
二
種
類
の
方
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
卒
業
生
全
員
が
学
位
を
取

得
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
）
12
（

た
。
国
家
試
験
に
対
し
、
こ
の
学
位
試
験
な
る
も
の
を
受
け
、
卒
業
し
て
い
く
者
は
法
学
部
に
お

い
て
み
て
も
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
学
位
試
験
の
受
験
は
国
家
試
験
と
は
異
な
り
、
直
接
的
に
職
を
得
る
こ

と
に
繫
が
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
試
験
料
が
高
額
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
13
（

る
。
ま
た
一
八
世
紀
以
降
、
大
学
の
国
家

化
が
進
展
し
国
家
権
力
が
大
学
に
対
し
、
政
治
機
構
の
官
僚
制
化
に
備
え
る
た
め
、
大
学
に
官
吏
の
養
成
所
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
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よ
う
に
な
っ
て
い
っ
）
14
（
た
。
従
っ
て
国
家
試
験
の
受
験
者
に
は
、
も
は
や
学
位
は
必
要
な
く
、
た
だ
教
授
職
を
目
指
す
者
の
み
が
学
位
取
得

を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
学
位
試
験
は
主
と
し
て
二
種
行
わ
れ
て
い
た
。
一
つ
は
論
文
の
「
防
御
」„Vertheidigu

）
15
（ng

“で
あ
る
。
各
自
が
自
由
に
テ
ー
マ
を
選

ん
だ
論
文
を
提
出
し
、
そ
れ
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
学
よ
り
そ
の
論
文
を
「
防
御
」
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
方
法

は
学
位
請
求
者
が
、
討
論
者
に
よ
る
論
文
の
批
判
か
ら
「
防
御
」
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
討
論
を
行
う
教
室
は
開
放
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
批
判
は
誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
討
論
者
と
し
て
学
位
請
求
者
の
友
人
が
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
討
論
に
は
教
員
も
五
、
六
人
ほ
ど
参
加
し
て
お
り
、
討
論
者
か
ら
の
「
防
御
」
を
終
え
た
後
、
特
に
担
当
と
な
っ
た
教
授
か
ら
の
批

判
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
防
御
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
口
頭
試
験
で
あ
る
。
口
頭
試
験
で
は
論
文
の

内
容
か
ら
離
れ
、
各
学
科
に
つ
い
て
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
口
頭
試
験
に
も
及
第
す
る
と„D

r. jur.

“の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
）
16
（
る
。
論
文
試
験
と
口
頭
試
験
の
二
種
の
審
査
は
、
当
該
分
野
に
つ
い
て
の
深
い
専
門
性
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
法
学
一
般

の
知
識
の
習
得
の
確
認
を
目
的
と
し
て
い
た
。

㈡
　
明
治
期
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
全
体
像

　
こ
こ
で
、
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
全
体
像
を
把
握
し
て
お
こ
う
。
後
述
す
る
通
り
、
彼
ら
の
学
位
取
得
時
期
は
ま
ち
ま
ち
だ

が
、
ま
ず
彼
ら
の
学
籍
登
録
時
期
に
着
眼
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
グ
ラ
フ
1
は
、
明
治
期
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
数
を
、
彼

ら
が
ド
イ
ツ
の
大
学
に
学
籍
を
登
録
し
た
最
初
の
年
を
基
準
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
グ
ラ
フ
1
に
よ
る
と
、
明
治
期
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
は
、
全
体
で
二
四
人
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
早
い
の
は
明
治
八
年

に
学
籍
登
録
を
行
っ
た
者
で
あ
る
。
尤
も
次
の
者
が
明
治
一
八
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
か
な
り
の
時
間
的
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
の

後
は
明
治
二
三
年
ま
で
継
続
す
る
が
、
同
二
四
年
以
降
は
同
三
〇
年
に
新
た
な
一
人
が
現
れ
る
ま
で
七
年
も
の
間
が
空
く
こ
と
に
な
る
。
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つ
ま
り
、
明
治
期
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
は
、
そ
の
学
籍
登
録
時
を
基
準
に
す
れ
ば
大
別
し
て
三
つ
の
画
期
か
ら
形
成
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
明
治
八
年
の
人
物
を
含
む
「
第
一
期
」、
次
い
で
同
一
八
年
か
ら
同
二
三
年
ま
で
の
「
第
二
期
」、
そ
し
て
、
同
三
〇
年
か
ら
同

四
三
年
ま
で
の
「
第
三
期
」
と
な
）
17
（

る
。

　
こ
れ
ら
の
画
期
と
わ
が
国
の
立
法
状
況
を
関
連
づ
け
る
な
ら
ば
、
明
治
初
期
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
を
模
範
と
し
た
法
典
編
纂
が
志
向
さ
れ

た
が
、
明
治
一
四
年
に
は
商
法
典
草
案
の
起
草
が
ド
イ
ツ
人
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ェ
ス
ラ
ー
に
、
同
一
七
年
民
事
訴
訟
法
典
が
同
じ
く
ド
イ

ツ
人
の
テ
ヒ
ョ
ー
に
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
前
述
の
通
り
、
明
治
一
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
明
治
政
府
は
立
法
の
模
範
国
と
し
て
ド

グラフ１： 明治期ドクトル・ユーリスのドイツの 
大学への学籍登録開始時期

1874
1875
1876
1877
1878
1879
1880
1881
1882
1883
1884
1885
1886
1887
1888
1889
1890
1891
1892
1893
1894
1895
1896
1897
1898
1899
1900
1901
1902
1903
1904
1905
1906
1907
1908
1909
1910

※Rudolf Hartmann, Japanische Studenten an deutschen 
Universitäten und Hochschulen 1868-1914, Berlin: Mori-
Ôgai-Gedenkstätte, 2005より作成。

0 1 2 3 4
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イ
ツ
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
）
18
（
る
。
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
数
も
第
一
期
と
し
て
一
名
と
極
め
て
少
な
く
、
第
二
期
か
ら
一
〇
人
と
い
う

具
合
に
本
格
化
し
て
い
く
が
、
こ
こ
に
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
型
立
法
の
状
況
と
彼
ら
の
ド
イ
ツ
留
学
と
が
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
倣
っ
た
立
憲
国
家
を
指
向
す
る
明
治
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
旧
民
法
典
、
旧
商
法
典
が
公
布

さ
れ
た
明
治
二
三
年
を
、
日
本
に
お
け
る
近
代
法
成
立
の
一
到
達
点
と
し
た
と
）
19
（
き
、
す
な
わ
ち
「
第
二
期
」
と
「
第
三
期
」
の
は
ざ
ま
の

時
点
で
彼
ら
の
留
学
は
一
旦
途
切
れ
る
の
だ
が
、
ド
イ
ツ
法
学
の
摂
取
が
本
格
化
す
る
明
治
三
〇
年
）
20
（

代
か
ら
、「
第
三
期
」
の
留
学
者
た

ち
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
取
得
者
に
限
ら
ず
、
ド
イ
ツ
留
学
生
は
明
治
一
〇
年
代
後
半
よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
ゆ
）
21
（

く
。
そ
の
中
に
は
帰
国

後
、
留
学
先
の
ド
イ
ツ
の
学
位
規
定
や
大
学
教
育
に
つ
い
て
紹
介
し
た
人
も
い
た
。
明
治
一
〇
年
代
ド
イ
ツ
留
学
者
た
ち
の
見
聞
は
、
明

治
三
〇
年
代
以
降
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
へ
と
そ
の
道
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
田
部
芳
が
『
法
学

協
会
雑
誌
』
に
連
載
し
た
「
独
逸
各
大
学
に
お
け
る
博
士
試
）
22
（
験
」
が
あ
る
。

　
田
部
芳
は
明
治
一
九
年
に
渡
独
し
た
司
法
官
の
一
人
で
、
司
法
省
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
帰
国
後

は
商
法
改
正
の
起
草
委
員
な
ど
で
活
躍
し
、
わ
が
国
の
法
制
の
ド
イ
ツ
法
化
に
寄
与
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
）
23
（
る
。
彼
は
、
明
治
二
六
年

四
月
の
『
法
学
協
会
雑
誌
』
一
一
巻
四
号
を
皮
切
り
に
同
二
八
年
一
月
の
一
三
巻
一
号
に
至
る
ま
で
「
海
外
記
事
」
と
し
て
ド
イ
ツ
各
大

学
の
法
学
部
の
博
士
試
験
規
則
を
翻
訳
し
、
全
一
五
回
に
亘
っ
て
連
載
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
、
第
二
に
ボ
ン
大
学
、

第
三
に
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
、
第
四
に
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
、
第
五
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
、
第
六
に
ギ
ー
ゼ
ン
大
学
、
第
七
に
ゲ
ッ
テ
ィ

ン
ゲ
ン
大
学
、
第
八
に
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
、
第
九
に
ハ
レ
大
学
、
第
一
〇
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
、
第
一
一
に
イ
エ
ナ
大
学
、

第
一
二
に
キ
ー
ル
大
学
、
第
一
三
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
、
第
一
四
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
、
第
一
五
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
、
第

一
六
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
、
第
一
七
に
ロ
ス
ト
ッ
ク
大
学
と
続
い
た
。
ド
イ
ツ
で
学
位
こ
そ
取
得
し
な
か
っ
た
が
、
帝
国
大
学
法
科
大
学

の
講
師
で
も
あ
っ
た
田
部
が
実
に
一
七
も
の
ド
イ
ツ
の
大
学
の
法
学
部
の
学
位
規
定
を
連
載
し
た
こ
と
か
ら
は
、
そ
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
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リ
ス
取
得
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
窺
え
よ
う
。
記
事
に
は
主
と
し
て
、
博
士
試
験
を
受
験
す
る
際
に
提
出
す
る
論
文
・
書
類
に
つ
い
て
の

他
、
口
頭
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
博
士
試
験
の
受
験
料
に
至
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
各
大
学
の
博
士
学
位
試
験
の
詳
細
を
伝
え
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、「
第
三
期
」
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
に
と
っ
て
も
有
益
な
情
報
と
な
っ
た
に
違
い
な
）
24
（
い
。

三
　
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
の
歴
史
的
意
義

　
本
章
で
は
前
章
で
提
示
し
た
「
第
一
期
」
〜
「
第
三
期
」
の
区
分
毎
に
具
体
的
な
人
物
を
紹
介
し
、
検
討
を
深
め
た
い
。

㈠
　「
第
一
期
」

―
立
法
的
摂
取
へ
関
与
し
た
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス

　「
第
一
期
」
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
は
本
多
康
直
た
だ
一
人
で
あ
っ
）
25
（
た
。
本
多
康
）
26
（
直
は
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
伊
勢
神
戸
藩
主
本

多
忠
寛
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
に
近
江
膳
所
藩
の
一
四
代
藩
主
本
多
康
穣
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
へ
渡
る
の
は
明
治
七
年
、

彼
が
一
八
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
当
時
法
典
編
纂
の
方
針
は
、
前
年
の
フ
ラ
ン
ス
人
法
律
顧
問
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
招
聘
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
フ
ラ
ン
ス
を
模
範
国
と
し
た
立
法
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
中
で
、
本
多
は
ド
イ
ツ
を
留
学
先
に
選
び
、
彼
地
で
学
位
取
得
を
も
果
た
す

先
駆
的
な
ド
イ
ツ
法
学
者
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
っ
）
27
（

た
。
で
は
何
故
本
多
は
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
彼
が
華
族
に

生
ま
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
明
治
四
年
一
月
二
九
日
付
の
太
政
官
第
五
一
号
布
告
で
は
、「
華
族
面
々
庶
子
ニ
至
迄
御
人
撰

ヲ
以
テ
他
所
勤
学
被
仰
付
候
者
ヘ
学
資
金
被
下
候
処
自
今
外
国
留
学
之
外
総
テ
不
被
下
候
条
此
旨
相
達
候
）
28
（

事
」
と
達
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に

同
年
一
〇
月
二
二
日
付
で
、「
華
族
一
同
」
に
宛
て
た
勅
諭
が
出
さ
れ
る
（
太
政
官
第
五
五
一
）
29
（
号
）。

　
朕
惟
フ
ニ
宇
内
列
国
開
化
富
強
ノ
称
ア
ル
者
皆
其
国
民
勤
勉
ノ
力
ニ
ヨ
ラ
サ
ル
ナ
シ
而
シ
テ
国
民
ノ
能
ク
智
ヲ
開
キ
才
ヲ
研
キ
勤
勉
ノ
力
ヲ
致
ス
者
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ハ
固
リ
其
国
民
タ
ル
ノ
本
分
ヲ
尽
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
今
我
国
旧
制
ヲ
更
革
シ
テ
列
国
ト
並
馳
セ
ン
ト
欲
ス
国
民
一
致
勤
勉
ノ
力
ヲ
尽
ス
ニ
非
レ
ハ
何
ヲ
以

テ
之
ヲ
致
ス
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
特
ニ
華
族
ハ
国
民
中
貴
重
ノ
地
位
ニ
居
リ
衆
庶
ノ
属
目
ス
ル
所
ナ
レ
ハ
其
履
行
固
リ
標
準
ト
ナ
リ
一
層
勤
勉
ノ
力
ヲ
致
シ

率
先
シ
テ
之
ヲ
鼓
舞
セ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
其
実
タ
ル
ヤ
亦
重
シ
是
今
日
朕
カ
汝
等
ヲ
召
シ
親
ク
朕
カ
期
望
ス
ル
所
ノ
意
ヲ
告
ク
ル
所
以
ナ
リ
夫
レ
勤
勉
ノ

力
ヲ
致
ス
ハ
智
ヲ
開
キ
才
ヲ
研
ヨ
リ
外
ナ
ル
ハ
ナ
シ
智
ヲ
開
キ
才
ヲ
研
ハ
眼
ヲ
宇
内
開
化
ノ
形
勢
ニ
着
ケ
有
用
ノ
業
ヲ
修
メ
或
ハ
外
国
ヘ
留
学
シ
実
地

ノ
学
ヲ
講
ス
ル
ヨ
リ
要
ナ
ル
ハ
ナ
シ
（
後
略
）

　
こ
の
よ
う
に
、
華
族
に
は
社
会
的
な
指
導
者
層
と
し
て
、
西
洋
文
明
を
率
先
し
て
日
本
に
受
容
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
、
華
族
の
海
外

留
学
が
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
本
多
の
ド
イ
ツ
留
学
の
背
景
に
は
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
）
30
（

る
。

　
本
多
が
最
初
に
学
籍
登
録
を
す
る
の
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
法
学
部
で
あ
り
、
一
八
七
五
年
冬
学
期
か
ら
七
九
年
冬
学
期
ま
で
の
期
間
で

あ
っ
）
31
（

た
。
そ
の
後
も
本
多
は
研
鑚
を
積
み
、
一
八
八
二
年
一
月
二
三
日
付
け
で
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
て„IU

RIS. U
TRIU

SQ
U
E. 

D
O
CTO

REM

“つ
ま
り
両
法
博
）
32
（
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
）
33
（
る
。
学
位
は
最
初
に
学
籍
登
録
を
し
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
は
な
く
、

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
多
が
本
稿
で
紹
介
す
る
他
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
と
大
い
に
異
な
る
点
は
、
彼
の
学
位
論
文
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ

る
。「
第
二
期
」
以
降
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
の
学
位
論
文
は
、
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
（
Ｄ
Ｎ
Ｂ
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ

ロ
グ
も
し
く
は
日
本
国
内
の
大
学
図
書
館
等
の
所
蔵
を
検
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存
在
の
確
認
が
可
能
で
あ
る
が
、
本
多
の
学
位
論

文
に
つ
い
て
は
そ
の
存
在
す
ら
未
だ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
前
章
で
引
用
し
た
岡
松
が
ド
イ
ツ
の
学
位
取
得
に
関
し
て
「
論
文
を
書
く
必
要
の
な
い
大
学
も
あ
り
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、

先
づ
一
般
に
云
え
ば
論
文
を
出
）
34
（
す
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）。
実
際
に
学
位
論
文
が
書
か
れ
な
か
っ
た
例
と
し
て
、

明
治
一
八
年
に
独
逸
学
協
会
学
校
の
教
頭
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
ゲ
オ
ル
グ
・
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
（G

eorg M
ichaelis 1857 -1936

）
の
学
位
取
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表１：明治期の日本人ドクトル・ユーリスの基礎的情報
時
期 氏名 生年 渡航年 学籍登録年・大学 学位取得

年・月・日
学位取得
大学 学位論文タイトル 学位論文タイトル邦題 学位論文

本文頁数出身地 出身校 留学前の地位 留学後の所属・職業 主要著作

第
一
期

本多康直 1856 1874 1875/76冬-1879/80冬・ベルリン（法）1882・1・23
ゲッティ
ンゲン大
学

不明 不明 滋賀 華族 司法省、日本法律学
校講師、大審院判事

今村信行、本多康直共著
『民事訴訟法註解　第一
冊』博聞本社、1890

第
二
期

高木甚平1） 1862 1884

1885/86冬-1886/87冬・イエナ（法）

1890・3・17 ハレ大学

Die stille Gesellschaft, die 
Participations- und die 
Gelegenheits-Gesellschaft 
nach den Entwürfen eines 
Handelsgesetzbuches für 
Japan

匿名組合―日本商法典草
案における共分組合及び
当座組合

55 佐賀 中江兆民の
仏学塾 東京始審裁判所書記 高等商業学校教授、

日本銀行
高木甚平、保志虎吉共編
『袖珍独和新辞林』三省
堂、1896

1887夏-1887/88冬・ベルリン（法）

1888夏-1888/89冬・ハレ（法）

千賀鶴太郎2） 1857 1884
1885/86冬-1893夏・ベルリン（哲/法）

1897・7・22 ベルリン大学

Gestaltung und Kritik der 
heutigen 
Konsulargerichtsbarkeit in 
Japan

日本における現行領事裁
判権の形成と批判 106 岡山 慶應義塾

同人社教員、東京日
日新聞ベルリン通信
員、ベルリン大学東
洋語学校日本語講師
（留学中）

京都帝国大学教授 『国際公法』講法会、
1917

1896夏-1898夏・ベルリン　聴講生

巌谷孫蔵3） 1867 1885
1886夏-1887夏・イエナ（法）

1890・5・10 ハレ大学

Die rechtliche Stellung des 
Nebenintervenient-
Streitgenossen nach den 
Bestimmungen der 
deutschen 
Civilprocessordnung

ドイツ民事訴訟法におけ
る共同訴訟的補助参加人
の法的地位

78 佐賀
東京外国語
学校独逸語
科

第三高等学校教授、
京都帝国大学教授

『民事訴訟法略論』明法
堂、1891

1887/88冬-1889/90冬・ハレ（法）

吉田作弥4） 1859 1885 1888冬-1889夏・ボン（法） 1890・3・31 ボン大学
Geschichtliche Entwicklung 
der Staatsverfassung und 
des Lehnswesens in Japan

日本における国家制度と
封建制度の歴史的発展 124 熊本 京都同志社

英学校
外務省御用係、在墺
国公使

帝国大学法科大学講
師、第三高等学校教
授、外交官

巌谷孫蔵、岡本芳二郎、
大八木耐三、吉田作弥講
述『民法講義』国民法制
学会、1906

山川幸雄5） 1868 1885
1889夏-1893/94冬・ベルリン（法）

1900・4・6
ゲッティ
ンゲン大
学

Zur Lehre von der 
Mitthäterschaft, ein Beitrag 
zur Interpretation des §47 
des Strafgesetzbuchs für das 
Deutsche Reich

共同正犯の理論によせて、
独逸刑法第四十七条の解
釈に対する一寄与

45 高知 独逸学校 第三高等学校教授、
第一高等学校教授

『独逸故事熟語字彙』南
江堂、1906

1899夏・ゲッティンゲン（法）

有森新吉 1860 1885

1886夏-1886/87冬・イエナ（哲）

1892
シュトラ
スブルク
大学

Das Staatsrecht von Japan 日本の国法 111 岡山 東京大学
衆議院議員、学習院
教授、函館商業学校
長、山陽新報社長、
川崎造船所取締役

『工業新説』（専修学校理
財科講義録）

1887夏-1889夏・ベルリン（哲）
1889/90冬・チュービンゲン（国家学）
1890夏-1890/91冬・シュトラスブ
ルク（法・国家学）

岸小三郎6） 1857 1887
1890/91冬・ゲッティンゲン（法）

1891・4・4
ゲッティ
ンゲン大
学

Das Erbrecht Japans 
insbesondere Kritik des 
Intestaterbrechtes der 
Codifikation vom Jahre 1890

日本の相続法―一八九〇
年の法典における法定相
続批判―

65 岐阜 東京専門学
校 代言人 衆議院議員、東京専

門学校講師、代言人
『民事訴訟法』（東京専門
学校法律科講義録）、
18961891夏-1891/92冬・ベルリン（法）

鳥居誠也7） 1863 1887
1888夏-1889/90冬・ミュンヘン（法）

1891・8・22
ゲッティ
ンゲン大
学

Das Contumacialverfahren 
im japanischen Strafprocess

日本刑事訴訟法における
法廷命令違反 37 岐阜

独逸学校ヵ
（山村一蔵
の門人）

日本法律学校講師 『独逸之政治大勢』金港
堂、18931890/91冬-1891夏・ゲッティンゲ

ン（法）

荒木虎太郎8） 1866 1888

1889/90冬・イエナ（法）

1893・9・1
ゲッティ
ンゲン大
学

Japanisches 
Eheschließungsrecht 日本の婚姻法 53 佐賀 東京農林学

校 特許弁理士 『日本著作権法要論』荒
木特許事務所、1915

1890夏-1890/91冬・ゲッティンゲ
ン（法）
1891夏-1892/93冬・イエナ（法）
1893夏・ゲッティンゲン（法）

岡本芳二郎 1868 1889

1889/90冬・イエナ（法）

1893
ライプ
ツィヒ大
学

Über rechitliche Stellung 
des Finders verlorener 
Sachen nach dem gemeinen 
Rechte

普通法における遺失物拾
得者の法的地位 35 岡山 独逸学協会

学校専修科

東京帝国大学法科講
師、第一高等学校教
授、南満洲鉄道株式
会社役員

『羅馬法講義』（明治大学
法学科講義録）、1906

1890夏・フライブルク（法）
1890/91冬-1891夏・ライプツィヒ（法）
1891/92冬-1892夏・ハレ（法）

 3）西英昭『近代中華民国法制の構築』九州大学出版会、2018年、pp.291-295、石井良一『武雄史』石井義彦（発行）、1956年、pp.669-673。
 4）上村直己『九州の日独文化交流人物誌』熊本大学文学部地域科学科、2005年、pp.44-46。
 5）上村直己「『独逸故事熟語字彙』編者　山川幸雄」（『日独文化交流史研究』通巻第9号、日本独学史学会、2007年）、p.21以下。
 6）浦川道太郎「イェーリングに学んだワセダマン─「ボアソナード民法典」相続規定に対する一つの同時代的批判」（『早稲田法学』56巻1号、
早稲田大学法学会、1980年）、p.1以下。

 7）鳥居については、本文注（4）高橋論文の他は、先行研究などはほとんどなく、現在彼の経歴に関する十分な資料は発見されていない。
とりわけ筆者が参照したものとして、山本五郎（撰）、九鬼隆一（篆）「山村一蔵先生碑」明治13年12月1日（東京都墨田区向島長命寺内
設置）。また井田譲が渡辺廉吉に宛てた書簡から、岸小三郎と鳥居誠也が同郷人で、特命全権公使戸田氏共に随行して法律学研究の為
ウィーンへ渡航した旨を知ることができる。小林宏、島善高、原田一明（編）『渡辺廉吉日記』行人社、2004年、p.393。

 8）荒木の経歴については明治31年7月3日付大隈重信宛書簡の履歴書を参照。早稲田大学大学史資料センター（編）『大隈重信関係文書１　
あ-いの』みすず書房、2004年、pp.66-67。
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表１：明治期の日本人ドクトル・ユーリスの基礎的情報
時
期 氏名 生年 渡航年 学籍登録年・大学 学位取得

年・月・日
学位取得
大学 学位論文タイトル 学位論文タイトル邦題 学位論文

本文頁数出身地 出身校 留学前の地位 留学後の所属・職業 主要著作

第
一
期

本多康直 1856 1874 1875/76冬-1879/80冬・ベルリン（法）1882・1・23
ゲッティ
ンゲン大
学

不明 不明 滋賀 華族 司法省、日本法律学
校講師、大審院判事

今村信行、本多康直共著
『民事訴訟法註解　第一
冊』博聞本社、1890

第
二
期

高木甚平1） 1862 1884

1885/86冬-1886/87冬・イエナ（法）

1890・3・17 ハレ大学

Die stille Gesellschaft, die 
Participations- und die 
Gelegenheits-Gesellschaft 
nach den Entwürfen eines 
Handelsgesetzbuches für 
Japan

匿名組合―日本商法典草
案における共分組合及び
当座組合

55 佐賀 中江兆民の
仏学塾 東京始審裁判所書記 高等商業学校教授、

日本銀行
高木甚平、保志虎吉共編
『袖珍独和新辞林』三省
堂、1896

1887夏-1887/88冬・ベルリン（法）

1888夏-1888/89冬・ハレ（法）

千賀鶴太郎2） 1857 1884
1885/86冬-1893夏・ベルリン（哲/法）

1897・7・22 ベルリン大学

Gestaltung und Kritik der 
heutigen 
Konsulargerichtsbarkeit in 
Japan

日本における現行領事裁
判権の形成と批判 106 岡山 慶應義塾

同人社教員、東京日
日新聞ベルリン通信
員、ベルリン大学東
洋語学校日本語講師
（留学中）

京都帝国大学教授 『国際公法』講法会、
1917

1896夏-1898夏・ベルリン　聴講生

巌谷孫蔵3） 1867 1885
1886夏-1887夏・イエナ（法）

1890・5・10 ハレ大学

Die rechtliche Stellung des 
Nebenintervenient-
Streitgenossen nach den 
Bestimmungen der 
deutschen 
Civilprocessordnung

ドイツ民事訴訟法におけ
る共同訴訟的補助参加人
の法的地位

78 佐賀
東京外国語
学校独逸語
科

第三高等学校教授、
京都帝国大学教授

『民事訴訟法略論』明法
堂、1891

1887/88冬-1889/90冬・ハレ（法）

吉田作弥4） 1859 1885 1888冬-1889夏・ボン（法） 1890・3・31 ボン大学
Geschichtliche Entwicklung 
der Staatsverfassung und 
des Lehnswesens in Japan

日本における国家制度と
封建制度の歴史的発展 124 熊本 京都同志社

英学校
外務省御用係、在墺
国公使

帝国大学法科大学講
師、第三高等学校教
授、外交官

巌谷孫蔵、岡本芳二郎、
大八木耐三、吉田作弥講
述『民法講義』国民法制
学会、1906

山川幸雄5） 1868 1885
1889夏-1893/94冬・ベルリン（法）

1900・4・6
ゲッティ
ンゲン大
学

Zur Lehre von der 
Mitthäterschaft, ein Beitrag 
zur Interpretation des §47 
des Strafgesetzbuchs für das 
Deutsche Reich

共同正犯の理論によせて、
独逸刑法第四十七条の解
釈に対する一寄与

45 高知 独逸学校 第三高等学校教授、
第一高等学校教授

『独逸故事熟語字彙』南
江堂、1906

1899夏・ゲッティンゲン（法）

有森新吉 1860 1885

1886夏-1886/87冬・イエナ（哲）

1892
シュトラ
スブルク
大学

Das Staatsrecht von Japan 日本の国法 111 岡山 東京大学
衆議院議員、学習院
教授、函館商業学校
長、山陽新報社長、
川崎造船所取締役

『工業新説』（専修学校理
財科講義録）

1887夏-1889夏・ベルリン（哲）
1889/90冬・チュービンゲン（国家学）
1890夏-1890/91冬・シュトラスブ
ルク（法・国家学）

岸小三郎6） 1857 1887
1890/91冬・ゲッティンゲン（法）

1891・4・4
ゲッティ
ンゲン大
学

Das Erbrecht Japans 
insbesondere Kritik des 
Intestaterbrechtes der 
Codifikation vom Jahre 1890

日本の相続法―一八九〇
年の法典における法定相
続批判―

65 岐阜 東京専門学
校 代言人 衆議院議員、東京専

門学校講師、代言人
『民事訴訟法』（東京専門
学校法律科講義録）、
18961891夏-1891/92冬・ベルリン（法）

鳥居誠也7） 1863 1887
1888夏-1889/90冬・ミュンヘン（法）

1891・8・22
ゲッティ
ンゲン大
学

Das Contumacialverfahren 
im japanischen Strafprocess

日本刑事訴訟法における
法廷命令違反 37 岐阜

独逸学校ヵ
（山村一蔵
の門人）

日本法律学校講師 『独逸之政治大勢』金港
堂、18931890/91冬-1891夏・ゲッティンゲ

ン（法）

荒木虎太郎8） 1866 1888

1889/90冬・イエナ（法）

1893・9・1
ゲッティ
ンゲン大
学

Japanisches 
Eheschließungsrecht 日本の婚姻法 53 佐賀 東京農林学

校 特許弁理士 『日本著作権法要論』荒
木特許事務所、1915

1890夏-1890/91冬・ゲッティンゲ
ン（法）
1891夏-1892/93冬・イエナ（法）
1893夏・ゲッティンゲン（法）

岡本芳二郎 1868 1889

1889/90冬・イエナ（法）

1893
ライプ
ツィヒ大
学

Über rechitliche Stellung 
des Finders verlorener 
Sachen nach dem gemeinen 
Rechte

普通法における遺失物拾
得者の法的地位 35 岡山 独逸学協会

学校専修科

東京帝国大学法科講
師、第一高等学校教
授、南満洲鉄道株式
会社役員

『羅馬法講義』（明治大学
法学科講義録）、1906

1890夏・フライブルク（法）
1890/91冬-1891夏・ライプツィヒ（法）
1891/92冬-1892夏・ハレ（法）

※明治期にドイツへ留学し、ドクトル・ユーリスの学位を取得した日本人たちの学籍登録時期や出身校といったプロフィールを整理した。
※ドイツ語の表記については原文ママとした。
※学籍登録年の（ ）には登録された学部を提示した。
※出身校、留学前の地位、留学後の職業、主要著作については代表的なものを記した。
※人物情報については、各学位論文に収録されている自歴譜の他、Rudolf Hartmann, Japanische Studenten an deutschen Universitäten und 
Hochschulen 1868-1914, Berlin: Mori-Ôgai-Gedenkstätte, 2005. 井関九郎（編）『大日本博士録　第一巻』発展社、1922年、大植四郎（編）
『明治過去帳』東京美術、1983年、稲村徹元、井門寛、丸山信（編）『大正過去帳』東京美術、1973年、『人事興信録』第5版、第9版、人事
興信所、1918年、1931年、下中邦彦（編）『日本人名大事典』第1巻、平凡社、1979年、北川由之助（編）『東京社会辞彙（復刻版）』湘南堂、
1987年、日本現今人名辞典発行所（編・発行）『日本現今人名辞典』、1903年、日本大学百年史編纂委員会（編）『日本大学百年史　第一巻』
日本大学、1997年を典拠として作成した。なお、特定の個人に関して補足する文献を以下の注に記した。
 1）上村直己「『袖珍独和新辞林』編者　高木甚平」（『明治期ドイツ語学者の研究』多賀出版、2001年）、p.259以下。
 2）吉原達也「千賀鶴太郎博士の二つの自歴譜について」（『日本法学』第79巻第3号、日本大学法学研究所、2014年）、p.41以下。
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時
期 氏名 生年 渡航年 学籍登録年・大学 学位取得

年・月・日
学位取得
大学 学位論文タイトル 学位論文タイトル邦題 学位論文

本文頁数出身地 出身校 留学前の地位 留学後の所属・職業 主要著作

第
三
期

池田龍一 1872 1897
1897夏-1900夏・ライプツィヒ（法）

1903・4・16 ベルリン大学

Die Hauserbfolge in Japan 
unter Berücksichtigung der 
allgemeinen japanischen 
Kultur- und 
Rechtsentwicklung

日本における家督相続―
一般的日本文化、法の発
展を考慮して

152 愛媛 東京専門学
校

早稲田大学講師、日
清生命保険専務取締
役1900/01冬-1902/03冬・ベルリン（法）

尾越辰雄 1868 1898
1898/99冬-1899/1900冬・ハレ（法）

1901
ライプ
ツィヒ大
学

Beiträge zur Lehre von der 
Vollstreckung ausländischer 
Urteile in Deutschland

ドイツにおける外国判決
の執行理論に対する寄与 64 熊本 独逸学協会

学校専修科 弁護士 弁護士、衆議院議員1900夏-1901/02冬・イエナ（法）
1901夏・ライプツィヒ（法）　聴講生

神戸寅次郎9︶ 1868 1899
1899/1900冬-1900/01冬・ハレ（法）

1902・6・13 ハレ大学
Die offene 
Handelsgesellschaft nach 
japanischem Rechte

日本法における合名会社 113 静岡 慶應義塾大
学部法律科

慶應義塾大学部法律
科講師 慶應義塾大学教授 『契約総則』巌松堂、

19151901夏・ベルリン（法）
1901/02冬-1902夏・ハレ（法）

渡辺豊治10︶ 1868 1899
1900夏・フライブルク（法）

1903・7・7 イエナ大
学

Das Prisenverfahren mit 
besonderer Berücksichtigung 
des japanischen 
Prisenrechtes

戦利品手続―特に日本の
戦利品法を考慮して 80 静岡 英吉利法律

学校 判事 判事、弁護士、中央
大学講師

『パンデクテン法緒論』
（中央大学法律科講義録）、
19071900/01冬-1903夏・イエナ（法）

坂本三郎 1867 1900
1900/01冬・ハイデルベルク（法）

1903
ハイデル
ベルク大
学

Das Ehescheidungsrecht 
Japans 日本の離婚法 107 東京 東京専門学

校 検事、判事
早稲田大学教授、行
政裁判所評定官、秋
田・山梨県知事

『砿業法釈義』丸善、
19141901夏-1902/03冬・ベルリン（法）

1903夏・ハイデルベルク（法）

岩崎幸治郎11︶ 1874 1900
1900/01冬-1902/03冬・ベルリン（法）

1904・2・3
ライプ
ツィヒ大
学

Das japanische Eherecht 日本の婚姻法 64 大阪 関西大学講師、判事、
衆議院議員1903夏-1903/04冬・ライプツィヒ（法）

小林武次郎 1873 1901夏-1902夏・ロストック（法） 1902・12・
24

ロストッ
ク大学

Die japanische Verfassung, 
verglichen mit ihren 
europäischen Vorbildern

日本の憲法―ヨーロッパ
の模範と比較して 121 三重

第三高等学
校法学部、
学習院大学
部

帝国ホテル常務取締
役

高木蔵吉12︶ 1877 1905夏-1905/06冬・ハイデルベルク
（法） 1906・5・10

ハイデル
ベルク大
学

Die Rechtsverhältnisse der 
Aktiengesellschaft bis zu 
ihrer Eintragung in das 
Handelsregister und die 
Haftung der Gesellschaft aus 
der Gründung und aus der 
Zeichnung

商業登記簿に登録される
までの株式会社の法的地
位および設立、募集から
の会社の責任

76 千葉 東京法学院 検事 弁護士

大場茂馬13︶ 1869 1905 1905/06冬-1907夏・ミュンヘン（法）1908・2・26 エアランゲン大学
Unverbesserliche Verbrecher 
und ihre Behandlung

改善不可能な犯罪者とそ
の処置 84 山県 東京法学院 弁護士、判事

中央大学教授、検事、
司法省参事官、大審
院判事、衆議院議員

『陪審制度論』中央大学、
1914

山岡萬之助14︶ 1876 1906

1906/07冬-1907/08冬・ミュンヘン
（法）

1909・5・14
ライプ
ツィヒ大
学

Die Rechtsstellung der 
Staatsanwaltschaft 検察の法的地位 70 長野 日本法律学

校 判事
日本大学教授、検事、
司法省参事官、弁護
士

『刑法原理』日本大学、
19121908夏-1908/09冬・ライプツィヒ

（法）

水口吉蔵 1876 1908

1908/09冬・ボン（法）

1911・3・6
ハイデル
ベルク大
学

Das internationale 
Privatrecht der 
Wechselordnung und des 
Scheckgesetzes verglichen 
mit Bürgerlichem 
Gesetzbuch und 
japanischem Recht

手形法および小切手法の
国際私法―ドイツ民法典
と日本法を比較して

125 静岡 明治法律学
校 判事 明治大学教授、大審

院判事
『手形法論』清水書店、
19141909夏・ゲッティンゲン（法）

1909/10冬-1910/11冬・ハイデルベ
ルク（法）

岡田庄作 1873 1909 1909/10冬-1911夏・ミュンヘン（法）1911・6・26 ミュンヘン大学
Das Absehen von der Strafe 
durch den Richter 裁判官による刑の免除 90 島根 明治法律学

校 判事 明治大学教授、弁護
士

『刑法原論　各論』明治
大学出版部、1915

武田鬼十郎15︶ 1873 1910
1910/11冬-1912夏・ミュンヘン（法）

1914・3・4
ライプ
ツィヒ大
学

Über den Satz: ‘Nulla poena 
sine lege’

法諺「法律無ければ刑罰
無し」について 51 愛媛 東京法学院 検事 検事、中央大学講師 『刑事政策学』（中央大学法律科講義録）、19171912/13冬・ライプツィヒ（法）

 9）内池慶四郎「法律学者　神戸寅次郎」（津田利治、内池慶四郎（編）『神戸寅次郎　民法講義』慶應義塾大学法学研究会、1996年）、p.452
以下。

10）中央大学入学センター事務部大学史編纂課（編）『タイムトラベル中大125』第2版、中央大学、2011年、pp.224-225。
11）大石末吉 『代議士月旦』東京平和新報社、1928年、p.61。
12）『任免裁可書・明治三十四年・任免巻三』（国立公文書館所蔵）。
13）「法学博士大場茂馬教授逝く」（中央大学史料委員会専門委員会（編）『中央大学史資料集　第22集』中央大学入学センター事務部大学史

編纂課、2009年）、pp.251-254。
14）法務省法務図書館（編・発行）『山岡萬之助関係文書目録』、2007年、pp.233-236。
15）「学員武田鬼十郎氏逝く」（中央大学史料委員会専門委員会（編）『中央大学史資料集　第23集』中央大学入学センター事務部大学史編纂
課、2011年）、p.125。
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時
期 氏名 生年 渡航年 学籍登録年・大学 学位取得

年・月・日
学位取得
大学 学位論文タイトル 学位論文タイトル邦題 学位論文

本文頁数出身地 出身校 留学前の地位 留学後の所属・職業 主要著作

第
三
期

池田龍一 1872 1897
1897夏-1900夏・ライプツィヒ（法）

1903・4・16 ベルリン大学

Die Hauserbfolge in Japan 
unter Berücksichtigung der 
allgemeinen japanischen 
Kultur- und 
Rechtsentwicklung

日本における家督相続―
一般的日本文化、法の発
展を考慮して

152 愛媛 東京専門学
校

早稲田大学講師、日
清生命保険専務取締
役1900/01冬-1902/03冬・ベルリン（法）

尾越辰雄 1868 1898
1898/99冬-1899/1900冬・ハレ（法）

1901
ライプ
ツィヒ大
学

Beiträge zur Lehre von der 
Vollstreckung ausländischer 
Urteile in Deutschland

ドイツにおける外国判決
の執行理論に対する寄与 64 熊本 独逸学協会

学校専修科 弁護士 弁護士、衆議院議員1900夏-1901/02冬・イエナ（法）
1901夏・ライプツィヒ（法）　聴講生

神戸寅次郎9︶ 1868 1899
1899/1900冬-1900/01冬・ハレ（法）

1902・6・13 ハレ大学
Die offene 
Handelsgesellschaft nach 
japanischem Rechte

日本法における合名会社 113 静岡 慶應義塾大
学部法律科

慶應義塾大学部法律
科講師 慶應義塾大学教授 『契約総則』巌松堂、

19151901夏・ベルリン（法）
1901/02冬-1902夏・ハレ（法）

渡辺豊治10︶ 1868 1899
1900夏・フライブルク（法）

1903・7・7 イエナ大
学

Das Prisenverfahren mit 
besonderer Berücksichtigung 
des japanischen 
Prisenrechtes

戦利品手続―特に日本の
戦利品法を考慮して 80 静岡 英吉利法律

学校 判事 判事、弁護士、中央
大学講師

『パンデクテン法緒論』
（中央大学法律科講義録）、
19071900/01冬-1903夏・イエナ（法）

坂本三郎 1867 1900
1900/01冬・ハイデルベルク（法）

1903
ハイデル
ベルク大
学

Das Ehescheidungsrecht 
Japans 日本の離婚法 107 東京 東京専門学

校 検事、判事
早稲田大学教授、行
政裁判所評定官、秋
田・山梨県知事

『砿業法釈義』丸善、
19141901夏-1902/03冬・ベルリン（法）

1903夏・ハイデルベルク（法）

岩崎幸治郎11︶ 1874 1900
1900/01冬-1902/03冬・ベルリン（法）

1904・2・3
ライプ
ツィヒ大
学

Das japanische Eherecht 日本の婚姻法 64 大阪 関西大学講師、判事、
衆議院議員1903夏-1903/04冬・ライプツィヒ（法）

小林武次郎 1873 1901夏-1902夏・ロストック（法） 1902・12・
24

ロストッ
ク大学

Die japanische Verfassung, 
verglichen mit ihren 
europäischen Vorbildern

日本の憲法―ヨーロッパ
の模範と比較して 121 三重

第三高等学
校法学部、
学習院大学
部

帝国ホテル常務取締
役

高木蔵吉12︶ 1877 1905夏-1905/06冬・ハイデルベルク
（法） 1906・5・10

ハイデル
ベルク大
学

Die Rechtsverhältnisse der 
Aktiengesellschaft bis zu 
ihrer Eintragung in das 
Handelsregister und die 
Haftung der Gesellschaft aus 
der Gründung und aus der 
Zeichnung

商業登記簿に登録される
までの株式会社の法的地
位および設立、募集から
の会社の責任

76 千葉 東京法学院 検事 弁護士

大場茂馬13︶ 1869 1905 1905/06冬-1907夏・ミュンヘン（法）1908・2・26 エアランゲン大学
Unverbesserliche Verbrecher 
und ihre Behandlung

改善不可能な犯罪者とそ
の処置 84 山県 東京法学院 弁護士、判事

中央大学教授、検事、
司法省参事官、大審
院判事、衆議院議員

『陪審制度論』中央大学、
1914

山岡萬之助14︶ 1876 1906

1906/07冬-1907/08冬・ミュンヘン
（法）

1909・5・14
ライプ
ツィヒ大
学

Die Rechtsstellung der 
Staatsanwaltschaft 検察の法的地位 70 長野 日本法律学

校 判事
日本大学教授、検事、
司法省参事官、弁護
士

『刑法原理』日本大学、
19121908夏-1908/09冬・ライプツィヒ

（法）

水口吉蔵 1876 1908

1908/09冬・ボン（法）

1911・3・6
ハイデル
ベルク大
学

Das internationale 
Privatrecht der 
Wechselordnung und des 
Scheckgesetzes verglichen 
mit Bürgerlichem 
Gesetzbuch und 
japanischem Recht

手形法および小切手法の
国際私法―ドイツ民法典
と日本法を比較して

125 静岡 明治法律学
校 判事 明治大学教授、大審

院判事
『手形法論』清水書店、
19141909夏・ゲッティンゲン（法）

1909/10冬-1910/11冬・ハイデルベ
ルク（法）

岡田庄作 1873 1909 1909/10冬-1911夏・ミュンヘン（法）1911・6・26 ミュンヘン大学
Das Absehen von der Strafe 
durch den Richter 裁判官による刑の免除 90 島根 明治法律学

校 判事 明治大学教授、弁護
士

『刑法原論　各論』明治
大学出版部、1915

武田鬼十郎15︶ 1873 1910
1910/11冬-1912夏・ミュンヘン（法）

1914・3・4
ライプ
ツィヒ大
学

Über den Satz: ‘Nulla poena 
sine lege’

法諺「法律無ければ刑罰
無し」について 51 愛媛 東京法学院 検事 検事、中央大学講師 『刑事政策学』（中央大学法律科講義録）、19171912/13冬・ライプツィヒ（法）

※明治期にドイツへ留学し、ドクトル・ユーリスの学位を取得した日本人たちの学籍登録時期や出身校といったプロフィールを整理した。
※ドイツ語の表記については原文ママとした。
※学籍登録年の（ ）には登録された学部を提示した。
※出身校、留学前の地位、留学後の職業、主要著作については代表的なものを記した。
※人物情報については、各学位論文に収録されている自歴譜の他、Rudolf Hartmann, Japanische Studenten an deutschen Universitäten und 
Hochschulen 1868-1914, Berlin: Mori-Ôgai-Gedenkstätte, 2005. 井関九郎（編）『大日本博士録　第一巻』発展社、1922年、大植四郎（編）
『明治過去帳』東京美術、1983年、稲村徹元、井門寛、丸山信（編）『大正過去帳』東京美術、1973年、『人事興信録』第5版、第9版、人事
興信所、1918年、1931年、下中邦彦（編）『日本人名大事典』第1巻、平凡社、1979年、北川由之助（編）『東京社会辞彙（復刻版）』湘南堂、
1987年、日本現今人名辞典発行所（編・発行）『日本現今人名辞典』、1903年、日本大学百年史編纂委員会（編）『日本大学百年史　第一巻』
日本大学、1997年を典拠として作成した。なお、特定の個人に関して補足する文献を以下の注に記した。

表１：明治期の日本人ドクトル・ユーリスの基礎的情報（続き）



法学政治学論究　第119号（2018.12）

250

得
事
情
が
あ
）
35
（
る
。
弱
冠
二
七
歳
の
司
法
官
試
補
で
あ
っ
た
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
の
日
本
招
聘
に
際
し
、
ド
イ
ツ
公
使
の
青
木
周
蔵
が
雇
用
の
重

要
な
条
件
と
し
て
提
示
し
た
の
は
法
学
博
士
学
位
の
取
得
で
あ
っ
）
36
（

た
。
学
位
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
は
論
文
を
提
出
し
な

い
で
も
学
位
を
取
得
す
る
方
途
を
求
め
、
本
多
も
学
位
を
取
得
し
た
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
へ
と
向
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
当
時
ゲ
ッ
テ
ィ

ン
ゲ
ン
の
法
学
部
長
は
イ
ェ
ー
リ
ン
）
37
（
グ
で
あ
り
、
試
験
委
員
会
の
委
員
長
で
も
あ
っ
た
彼
は
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
の
特
殊
な
事
情
に
つ
い
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
自
分
の
著
作
を
様
々
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
で
、
日
本
に
雇
わ
れ
る
ミ
ヒ
ャ
エ
リ

ス
と
著
作
の
日
本
語
訳
を
得
た
い
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
間
の
利
害
は
一
致
し
て
い
た
と
い
）
38
（
う
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
は

口
頭
試
験
の
み
で
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
多
は
学
位
を
取
得
後
も
現
地
に
残
り
、
伊
藤
博
文
の
憲
法
調
査
団
に
随
行
し
て
い
た
判
事
三
好
退
蔵
の
知
遇
を
得
て
調
査
の
手
伝
い

を
し
た
。
三
好
は
伊
藤
に
対
し
て
、
本
多
へ
の
官
費
に
よ
る
学
資
支
給
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
計
ら
い
を
依
頼
し
た
際
、
彼
を
以
下
の

よ
う
に
評
価
し
た
。

　
右
ハ
明
治
八
年
以
来
、
私
費
ヲ
以
テ
当
国
エ
留
学
法
律
専
門
ノ
学
科
ヲ
修
メ
既
ニ
ド
ク
ト
ル
ノ
免
状
ヲ
得
尚
実
地
ノ
研
究
ヲ
為
サ
ン
カ
為
メ
当
政
府

ノ
許
可
ヲ
経
テ
目
下
地
方
裁
判
所
ノ
実
務
ニ
従
事
致
シ
居
候
ニ
付
其
余
暇
ヲ
以
テ
下
官
取
調
上
ノ
補
助
相
頼
ミ
日
夕
事
ヲ
共
ニ
シ
其
人
物
ヲ
熟
察
仕
候

処
学
力
充
分
ナ
ル
ハ
勿
論
其
為
人
実
直
ニ
シ
テ
勉
強
倦
マ
サ
ル
ニ
因
リ
此
上
目
的
通
実
地
ノ
研
究
ヲ
遂
ケ
候
ハ
ヽ
必
ス
司
法
部
有
用
ノ
人
物
ト
相
成
可

申
（
後
）
39
（
略
）

　
勿
論
、
推
薦
文
で
あ
る
た
め
そ
の
内
容
は
好
意
的
で
あ
る
が
、「
法
律
専
門
ノ
学
科
」
を
修
め
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
学
位
を
取
得

し
た
本
多
こ
そ
が
、
学
力
充
分
で
司
法
制
度
の
視
察
に
有
用
な
人
物
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
し
て
本
多
の
官
費
支
給
（
一
年
間

に
つ
き
千
ド
ル
）
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
40
（
た
。
彼
は
そ
の
後
二
年
間
の
司
法
実
務
を
研
修
し
た
後
、
明
治
一
八
年
に
日
本
に
帰
国
す



明治日本におけるドイツ法研究の先駆者たち

251

る
）
41
（

。
　
帰
国
後
の
本
多
は
司
法
省
に
雇
わ
れ
、
司
法
省
参
事
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
本
多
は
ド
イ
ツ
法
学
識
を
背
景
に
し
た
新
進
気
鋭
の
法
制

官
僚
と
し
て
、
明
治
政
府
が
直
面
し
て
い
た
法
典
編
纂
事
業
へ
と
そ
の
身
を
関
わ
ら
せ
て
ゆ
く
。
前
述
の
通
り
、
明
治
一
〇
年
代
後
半
の

法
典
編
纂
の
方
針
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
模
範
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
模
範
へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
法
学
専
門
の
学
識
を
有

す
る
本
多
は
ま
さ
に
「
司
法
部
有
用
ノ
人
物
」
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
本
多
は
主
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
典
編
）
42
（
纂
に
関
わ
る
こ
と
と
な
る
。
本
多
の
果
た
し
た
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
は
明
治
一
九
年

六
月
に
司
法
大
臣
山
田
顕
義
に
提
出
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
人
テ
ヒ
ョ
ー
起
草
の
「
日
本
民
事
訴
訟
法
草
案
」
を
今
村
信
）
43
（

行
と
翻
訳
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
翻
訳
が
「
生
硬
そ
の
も
の
」
で
後
世
の
学
者
か
ら
は
原
文
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
44
（
が
、
本
多
、

今
村
自
身
が
著
し
た
民
事
訴
訟
法
公
布
後
の
注
釈
書
に
「
用
語
ニ
至
テ
ハ
彼
ノ
分
析
学
理
的
思
想
ノ
進
歩
ニ
従
ヒ
自
ラ
訴
訟
上
各
事
項
ノ

分
析
区
分
ヲ
モ
要
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
新
熟
語
ヲ
用
イ
タ
ル
者
甚
多
）
45
（
シ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
専
門
用

語
の
翻
訳
語
す
ら
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
「
新
熟
語
」
を
創
出
し
、
そ
の
翻
訳
を
可
能
と
さ
せ
た
の
は
、
何
よ
り
も
ド
ク

ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
と
し
て
の
本
多
の
法
学
識
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
多
は
、
明
治
一
九
年
八
月
一
三
日
、
当

初
外
務
省
に
設
置
さ
れ
た
法
律
取
調
委
員
会
の
書
記
に
任
命
さ
れ
、
同
委
員
会
が
司
法
省
に
移
管
さ
れ
た
後
の
翌
年
一
一
月
四
日
に
は
同

省
法
律
取
調
報
告
委
員
と
し
て
、
民
法
や
民
事
訴
訟
法
草
案
の
下
調
べ
を
分
担
し
て
い
）
46
（
る
。

　
本
多
は
法
制
官
僚
と
し
て
の
法
典
編
纂
事
業
に
留
ま
ら
ず
、
明
治
二
五
年
一
一
月
一
八
日
付
で
大
審
院
判
事
に
任
命
さ
れ
、
法
律
の
実

務
家
と
し
て
も
活
動
し
）
47
（

た
。
さ
ら
に
、
私
立
法
律
学
校
で
の
講
師
と
し
て
法
学
教
育
に
携
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
多
は
民
事
訴
訟
法
の

専
門
家
と
し
て
そ
の
講
義
に
あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
同
二
二
年
創
設
の
日
本
法
律
学
校
で
は
、
本
多
は
、
明
治
憲
法
起
草
者

の
一
人
金
子
堅
太
郎
や
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
と
な
る
ド
イ
ツ
留
学
者
の
穂
積
八
束
や
宮
崎
道
三
郎
、
末
岡
精
一
な
ど
と
共
に
創
立
者

の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
）
48
（
る
。
そ
の
他
東
京
専
門
学
校
で
は
同
二
五
年
か
ら
三
三
年
）
49
（
に
、
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
で
も
同
二
八
年
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か
ら
三
三
年
に
か
け
て
や
は
り
民
事
訴
訟
法
の
講
義
を
担
当
）
50
（
し
、
同
三
三
年
の
彼
の
死
の
直
前
ま
で
そ
の
仕
事
を
全
う
し
）
51
（
た
。

　
明
治
初
期
に
ド
イ
ツ
留
学
し
、
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
先
陣
を
切
っ
た
本
多
康
直
は
、
明
治
国
家
の
ド
イ
ツ
法
へ
の
傾
斜
の

中
で
、
そ
の
法
学
識
が
重
宝
さ
れ
、
ド
イ
ツ
語
草
案
の
翻
訳
と
い
っ
た
法
典
編
纂
事
業
に
関
わ
る
法
制
官
僚
と
し
て
活
動
で
き
た
こ
と
が

指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
明
治
二
〇
年
代
以
降
は
彼
が
法
制
官
僚
に
留
ま
ら
ず
、
実
務
家
や
私
立
法
律
学
校
で
の
教
育
と
い
っ
た
よ
う
に

活
動
の
領
域
を
広
げ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
後
続
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
の
明
治
社
会
に
お
け
る
活
動
範
囲
を
方
向
づ
け
た
と
い
え

よ
う
。

㈡
　「
第
二
期
」

―
帝
国
大
学
法
科
大
学
体
制
確
立
期
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち

　
前
述
の
通
り
、
ド
イ
ツ
へ
と
留
学
し
た
日
本
人
の
現
地
で
の
法
学
博
士
学
位
取
得
が
本
格
化
す
る
の
は
こ
の
「
第
二
期
」
に
至
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
第
二
期
」
以
降
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
は
す
べ
て
学
位
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
る
ド

イ
ツ
法
研
究
が
本
格
化
す
る
の
も
当
該
時
期
以
降
と
な
る
。
こ
の
「
第
二
期
」
に
分
類
さ
れ
る
人
物
た
ち
は
、
高
木
甚
平
、
千
賀
鶴
太
郎
、

巌
谷
孫
蔵
、
吉
田
作
弥
、
山
川
幸
雄
、
有
森
新
吉
、
岸
小
三
郎
、
鳥
居
誠
也
、
荒
木
虎
太
郎
、
岡
本
芳
二
郎
の
一
〇
人
と
な
ろ
う
。
本
稿

で
は
紙
幅
の
関
係
に
よ
り
「
第
二
期
」
以
降
の
こ
う
し
た
人
物
一
人
一
人
に
つ
い
て
の
経
歴
や
業
績
の
詳
細
な
叙
述
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
彼
ら
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
帰
国
後
の
活
動
を
軸
と
し
て
、
彼
ら
の
明
治
社
会
に
お
け
る
役
割
を
検
討
し
た
い
。

　
こ
の
時
期
に
該
当
す
る
人
物
た
ち
の
特
徴
を
挙
げ
れ
ば
、
帰
国
後
の
活
動
領
域
が
官
立
大
学
教
授
か
ら
実
業
家
ま
で
多
様
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
彼
ら
の
多
く
は
大
学
や
法
律
学
校
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
講
師
と
し
て
活
動
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
ら

が
修
得
し
た
ド
イ
ツ
法
の
学
知
は
、
教
育
の
場
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
明
治
二
〇
年
代
に
帰
国
し
た
彼
ら
を
講
師
と
し
て
最
も
多
く
採
用
し
た
私
立
法
律
学
校
は
、
和
仏
法
律
学
校
、
日
本
法
律
学
校
、
そ
し

て
東
京
専
門
学
校
で
あ
る
。
特
に
和
仏
法
律
学
校
は
明
治
二
三
年
に
帰
国
直
後
の
高
木
甚
平
を
採
用
し
て
お
り
、
最
も
早
く
「
第
二
期
」
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の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
採
用
を
行
っ
た
点
で
も
注
目
で
き
る
。
他
に
は
、
巌
谷
孫
蔵
、
荒
木
虎
太
郎
、
岡
本
芳
二
郎
と
計
四
人
が
和

仏
法
律
学
校
で
教
壇
に
立
っ
）
52
（

た
。
日
本
法
律
学
校
に
は
、
高
木
甚
平
、
鳥
居
誠
也
、
有
森
新
吉
、
岡
本
芳
二
郎
の
四
人
が
採
用
さ
れ
て
い

る
）
53
（

。
東
京
専
門
学
校
で
は
、
巌
谷
孫
蔵
、
岸
小
三
郎
、
有
森
新
吉
、
そ
し
て
科
外
講
師
で
は
あ
る
が
、
荒
木
虎
太
郎
が
講
師
と
な
っ
）
54
（
た
。

次
い
で
明
治
法
律
学
校
で
は
、
高
木
甚
平
、
巌
谷
孫
蔵
、
岡
本
芳
二
郎
の
三
）
55
（
人
、
そ
し
て
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
で
は
、
高
木
甚
平
と

有
森
新
吉
の
二
人
と
続
）
56
（

く
。
東
京
法
学
院
、
独
逸
学
協
会
学
校
に
お
い
て
は
、
一
人
の
み
の
採
用
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
岡
本
芳
二
郎

を
採
用
し
て
い
）
57
（
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
よ
り
、
明
治
二
○
年
代
の
主
だ
っ
た
私
立
法
律
学
校
に
お
い
て
は
、
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス

が
採
用
さ
れ
、
ド
イ
ツ
法
学
的
素
養
を
持
つ
教
員
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

の
ド
イ
ツ
法
へ
の
傾
）
58
（
倒
に
よ
っ
て
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
に
体
制
内
化
を
ほ
ぼ
完
成
し
、「
官
僚
制
再
生
産
機
構
」
の
末
端
と
な
ろ
う
と

す
る
私
立
法
律
学
校
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
法
学
の
優
位
性
が
一
般
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
）
59
（

う
。
そ
の
傾
向
は
、
和
仏
法
律

学
校
、
明
治
法
律
学
校
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
法
学
教
育
を
起
源
と
し
て
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
法
律
学
校
に
お
い
て
も
、
決
し
て

例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ド
イ
ツ
の
法
律
、
政
治
の
教
育
を
目
的
と
し
た
独
逸
学
協
会
学
校
に
お
い
て
、
一
人
し
か
採
用
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
興
味
深
い
。
独
逸
学
協
会
学
校
専
修
科
は
ド
イ
ツ
法
学
移
入
の
独
占
的
窓
口
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
そ
の
役
割

は
明
治
二
〇
年
の
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
独
法
科
の
設
置
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
同
二
五
年
に
は
、
第
一
高
等
学
校
を
へ
て
帝
国
大
学

へ
の
進
路
が
存
在
し
た
普
通
科
を
主
と
し
、
法
学
を
専
門
的
に
教
育
す
る
専
修
科
は
「
傍
ら
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
さ
ら
に
財
政
難
に
も
陥
っ
た
た
め
、
明
治
二
八
年
に
は
独
逸
学
協
会
学
校
専
修
科
は
廃
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る）
60
（

。
東
京
帝
国

大
学
や
各
種
法
律
学
校
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
法
の
専
門
的
な
教
育
が
一
般
化
し
、
か
つ
充
実
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
独
逸
学
協
会
学

校
専
修
科
は
そ
の
独
自
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
縮
小
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
要
因
に
よ
り
、
独
逸
学
協
会
学

校
に
お
い
て
、
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
積
極
的
な
採
用
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
が
私
立
法
律
学
校
に
お
い
て
教
授
し
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
ド
イ
ツ
法
学
識
を
用
い
た
日
本
法
の
解
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説
・
解
釈
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
学
位
論
文
で
ド
イ
ツ
帝
国
民
事
訴
訟
法
を
研
究
し
た
巌
谷
孫
蔵
が
明
治
二
四
年
、
明
法
堂
か

ら
出
版
し
た
『
民
事
訴
訟
法
略
論
』
を
取
り
上
げ
よ
う
。
そ
の
内
容
は
明
治
二
三
年
に
制
定
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法
に
つ
い
て
の
解
説
書
で

あ
り
、「
学
理
講
義
ト
逐
条
講
義
ヲ
折
衷
シ
タ
ル
モ
）
61
（
ノ
」
と
称
す
通
り
、
大
枠
を
法
典
の
構
成
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
必
ず
し
も
条
文
の

配
列
通
り
に
解
釈
が
展
開
し
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
ま
ず
緒
論
と
し
て
第
一
章
か
ら
第
六
章
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
、「
民
事
訴
訟
法
ノ
定
義
」、「
民
事
訴
訟
法
ノ
目
的
」、「
民
事
訴
訟
法
ノ
目
的
物
」、「
民
事
訴
訟
法
上
ノ
権
利
関
係
」、「
民
事
訴
訟
法

ノ
公
法
タ
ル
コ
ト
」、「
民
事
訴
訟
法
ト
他
法
律
ト
ノ
区
別
」
が
論
じ
ら
れ
、
民
事
訴
訟
法
の
法
的
構
造
や
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
の
一
般

論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
編
以
下
に
条
文
の
解
説
が
行
わ
れ
、
ま
ず
第
一
編
は
「
民
事
訴
訟
法
ノ
関
係
者
」
と
し
て
第
一

節
「
裁
判
所
」
と
第
二
節
「
当
事
者
」
に
区
分
さ
れ
説
明
が
な
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
点
は
、
ド
イ
ツ
法
と
の
関
連
が
提
示
さ

れ
る
点
に
あ
る
。

　
ま
ず
、
そ
の
主
義
に
つ
い
て
は
「
我
民
事
訴
訟
法
ハ
独
逸
訴
訟
法
ト
同
ク
所
謂
任
他
主
義
ヲ
採
リ
タ
）
62
（
ル
」
と
ド
イ
ツ
法
と
の
共
通
点
を

指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、「
任
他
主
義
」
は
干
渉
主
義
の
反
義
で
あ
り
、
民
事
訴
訟
行
為
を
原
告
・
被
告
の
意
志
に
一
任
し
、
裁
判
所
は

受
動
的
な
立
場
を
と
る
と
い
う
も
の
で
、
現
在
で
は
当
事
者
主
義
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、「
裁
判
所
ノ
管
轄
ニ
付
テ
ノ
合
意
」
を
規
定
す
る
第
二
九
条
、
第
三
〇
条
の
解
釈
に
つ
い
て
、「
明
示
ノ
合
意
」
が
第
二
九
条

で
あ
り
、「
暗
黙
ノ
合
意
」
が
第
三
〇
条
で
あ
る
と
す
る
説
、
つ
ま
り
「
被
告
カ
管
轄
違
ノ
申
立
ヲ
為
サ
ス
シ
テ
本
按
ノ
口
頭
弁
論
ヲ
為

ス
ト
キ
ハ
当
事
者
間
ニ
合
意
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
推
測
ス
」
と
い
う
）
63
（

説
に
対
し
て
は
、「
独
乙
訴
訟
法
中
裁
判
管
轄
ノ
合
意
ニ
関
ス
ル
規
定

ノ
正
文
ヲ
以
テ
我
民
事
訴
訟
法
第
三
十
条
ノ
解
釈
ニ
充
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
」
と
い
う
疑
問
を
呈
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ド
イ
ツ
民
事

訴
訟
法
の
条
文
第
三
八
条
と
第
三
九
条
を
提
示
し
て
論
証
す
）
64
（
る
。
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
三
八
条
を
「
第
一
審
ノ
固
ヨ
リ
非
管
轄
ナ
ル
裁

判
所
ハ
当
事
者
ノ
明
示
黙
示
ノ
合
意
ニ
因
リ
管
轄
ト
ナ
ル
」、
第
三
九
条
を
「
若
シ
被
告
カ
非
管
轄
ナ
ル
コ
ト
ヲ
申
立
ツ
ル
コ
ト
ナ
ク
本

按
ニ
就
テ
口
頭
上
弁
論
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
黙
示
ノ
合
意
ヲ
推
側マ

マ

ス
ヘ
シ
」
と
訳
出
し
た
上
で
、「
我
民
事
訴
訟
法
第
二
十
九
条
及
ヒ
第
三
十
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条
ハ
全
ク
之
ト
其
旨
趣
ヲ
異
ニ
ス
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
根
拠
を
「
該
第
二
十
九
条
ニ
於
テ
ハ
当
事
者
ノ
合
意
ハ
書
面
ヲ
以
テ

之
ヲ
為
ス
ト
キ
ニ
限
ル
ト
ア
リ
テ
我
立
法
者
ハ
裁
判
管
轄
ニ
付
テ
ノ
合
意
ハ
只
タ
書
面
合
意
ノ
ミ
ニ
限
リ
テ
効
力
ヲ
有
セ
シ
メ
タ
ル
ヤ
明

カ
ナ
リ
」
と
し
、
続
け
て
「
独
乙
訴
訟
法
ハ
已
ニ
其
明
文
ヲ
以
テ
明
示
黙
示
ノ
両
合
意
ヲ
規
定
セ
リ
是
レ
裁
判
管
轄
ノ
合
意
ニ
付
我
民
事

訴
訟
法
ト
独
逸
訴
訟
法
ト
其
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
所
以
ニ
シ
テ
我
訴
訟
法
第
三
十
条
ハ
黙
示
ノ
合
意
ヲ
推
側マ

マ

シ
タ
ル
ニ
非
ス
シ
テ
失
権
ノ
結
果

ヲ
示
シ
タ
ル
コ
ト
疑
ナ
）
65
（

シ
」
と
論
じ
た
。
日
本
民
事
訴
訟
法
と
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
規
定
の
趣
意
の
違
い
を
条
文
の
比
較
を
通

し
て
明
確
に
し
、
従
来
の
解
釈
に
異
論
を
唱
え
た
巌
谷
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
関
す
る
学
識
の
豊
か
さ
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
巌
谷
の
『
民
事
訴
訟
法
略
論
』
は
岸
小
三
郎
の
東
京
専
門
学
校
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
の
講
義
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
岸
は
日

本
の
民
事
訴
訟
法
に
関
す
る
参
考
書
を
紹
介
す
る
中
で
、
註
釈
と
要
論
に
分
け
、
註
釈
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
本
多
康
直
、
今
村
信
行

の
『
民
事
訴
訟
法
註
解
』、
宮
城
浩
蔵
、
亀
山
貞
蔵
の
『
民
事
訴
訟
法
正
義
』、
要
論
と
し
て
は
深
野
達
『
民
事
訴
訟
法
講
義
』、
江
木
衷

『
民
事
訴
訟
法
原
論
』
を
挙
げ
る
。
続
け
て
「
其
他
巌
谷
孫
蔵
氏
の
民
事
訴
訟
法
略
論
の
如
き
頗
る
有
益
の
書
物
な
る
へ
き
も
惜
む
ら
く

は
尚
完
結
に
至
ら
す
唯
た
其
初
め
の
一
小
部
分
た
る
に
す
き
さ
る
こ
と
）
66
（

を
」
と
述
べ
、
巌
谷
の
著
作
が
一
号
の
み
の
出
版
で
中
断
し
完
結

に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
ん
だ
。
ま
た
、
巌
谷
と
同
じ
く
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
で
あ
っ
た
岸
が
そ
の
著
作
を
高
く
評
価
し
て
い

る
点
は
興
味
深
い
。

　
明
治
二
〇
年
代
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
に
お
い
て
、
帝
国
大
学
（
東
京
帝
国
大
学
）
に
講
師
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
僅
か

二
人
で
あ
っ
た
。
明
治
二
六
年
九
月
法
科
大
学
の
「
国
際
法
」
講
師
と
な
る
吉
田
作
）
67
（

弥
と
同
二
九
年
よ
り
農
科
大
学
で
「
法
学
通
論
」
の

講
師
と
な
っ
た
岡
本
芳
二
）
68
（

郎
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
東
京
帝
国
大
学
の
法
科
大
学
の
中
心
で
活
躍
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
は
、

共
に
正
規
の
教
授
と
し
て
の
ポ
ス
ト
で
は
な
い
上
に
、
吉
田
は
僅
か
二
カ
月
で
退
任
、
岡
本
は
明
治
三
三
年
に
法
科
大
学
へ
移
っ
た
も
の

の
）
69
（

、
当
初
は
法
学
を
専
門
と
し
た
官
僚
を
養
成
す
る
学
部
で
は
な
い
農
科
大
学
で
の
採
用
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
さ
ら
に
岡
本
に

つ
い
て
は
、
明
治
三
八
年
に
出
版
し
た
翻
訳
書
『
最
新
独
逸
商
法
論
』（
カ
ー
ル
・
ガ
ー
ラ
イ
ス
原
著
）
の
序
文
を
穂
積
陳
重
が
記
し
、
そ
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こ
で
は
「
学
友
岡
本
芳
二
郎
君
是
に
観
る
所
あ
り
、
夙
に
我
商
法
の
法
源
を
明
に
し
て
後
進
を
益
せ
ん
こ
と
を
図
り
、
頃
日
近
世
著
名
の

商
法
論
中
特
に
『
ガ
ラ
イ
ス
』
氏
独
逸
商
法
論
を
択
び
て
之
を
邦
語
に
訳
述
し
、
以
て
之
を
本
邦
の
法
曹
に
紹
介
す
」、「
訳
者
は
篤
学
博

渉
、
特
に
独
逸
私
法
法
理
に
精
通
す
る
を
以
て
法
学
界
に
重
き
を
な
す
の
士
な
）
70
（
り
」
と
一
定
の
評
価
を
受
け
な
が
ら
も
、
翌
年
に
は
南
満

州
鉄
道
勤
務
と
な
り
実
業
家
へ
転
身
し
て
い
）
71
（
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
法
学
を
修
業
し
た
こ
と
を
示
す
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
学
位
を

持
っ
て
い
る
は
ず
の
彼
ら
が
、
東
京
帝
国
大
学
の
法
科
大
学
を
主
導
す
る
存
在
に
は
な
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
ま
た
、
大
学
や
私
立
法
律
学
校
に
限
ら
ず
、
法
律
を
専
門
と
し
な
い
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
も
彼
ら
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。
高
等
商

業
学
校
に
お
い
て
は
明
治
二
四
年
、
巌
谷
孫
蔵
が
講
師
と
し
て
「
法
律
」
を
教
え
、
高
木
甚
平
は
同
二
五
年
教
授
と
な
り
「
法
律
」
や

「
ド
イ
ツ
語
」
等
を
講
じ
て
い
）
72
（
る
。
ま
た
、
帝
国
大
学
の
予
科
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
第
一
高
等
中
学
校
に
お
い
て
も
明
治
二
六

年
、
高
木
甚
平
は
「
ド
イ
ツ
語
」
の
授
業
を
嘱
託
さ
れ
、
同
二
九
年
に
は
岡
本
芳
二
郎
が
教
授
と
な
り
「
ド
イ
ツ
語
」
を
教
え
て
い
）
73
（

る
。

こ
れ
ら
の
教
育
機
関
に
お
い
て
は
彼
ら
が
ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
法
律
の
専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
語
の
教
育
も
行
っ
て
い
た
。
つ
ま

り
、
彼
ら
が
ド
イ
ツ
で
修
得
し
た
学
知
は
、「
法
学
」
に
限
ら
ず
「
ド
イ
ツ
語
」
に
も
広
が
り
、
明
治
二
〇
年
代
の
わ
が
国
に
お
い
て
幅

広
く
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
明
治
二
五
年
、
巌
谷
孫
蔵
が
第
三
高
等
中
学
校
（
明
治
二
七
年
第
三
高
等
学
校
へ
改
称
）
の
教
授
へ
と
就
任
し
た
こ
と
を
機
に
、
ド
ク
ト

ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
の
活
動
拠
点
は
東
京
だ
け
で
な
く
、
関
西
圏
（
主
に
京
都
）
に
も
範
囲
が
広
が
る
。
明
治
二
六
年
三
月
に
は
巌
谷
は

第
三
高
等
中
学
校
の
法
学
部
主
事
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
一
一
月
に
は
帝
国
大
学
を
二
カ
月
で
辞
任
し
た
吉
田
作
弥
が
教
授
に

就
任
、
翌
二
七
年
に
は
法
学
部
主
事
の
ポ
ス
ト
を
巌
谷
か
ら
引
き
継
い
で
い
）
74
（

る
。
第
三
高
等
中
学
校
は
明
治
一
九
年
、
帝
国
大
学
の
予
科

と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
、
実
業
の
専
門
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。
高
等
中
学
校
は
全
国
を

五
区
画
に
分
け
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
三
高
等
学
校
は
近
畿
・
中
国
・
四
国
地
方
を
対
象
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
明
治
二
二
年
七
月
に
は
京
摂
地
方
に
法
律
学
校
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
等
に
よ
り
高
等
中
学
校
の
中
で
唯
一
法
学
部
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が
設
置
さ
れ
）
75
（
た
。
こ
う
し
た
、
明
治
二
〇
年
代
の
関
西
地
方
に
お
け
る
法
学
教
育
の
草
分
け
と
も
い
え
る
第
三
高
等
学
校
法
学
部
が
巌
谷

と
吉
田
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
主
導
で
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
極
め
て
興
味
深
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
巌
谷
孫
蔵
は
明
治
三
一
年
、
事
務
嘱
託
と
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
設
立
に
尽
力
し
）
76
（
た
。
翌
年
に
は
京
都
帝
国
大
学

法
科
大
学
が
創
設
さ
れ
、
巌
谷
は
教
授
に
就
任
す
る
。
さ
ら
に
、
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
の
創
設
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
に
留
学
中
で
あ
っ

た
千
賀
鶴
太
郎
が
招
聘
さ
れ
、
千
賀
も
法
科
大
学
創
設
時
の
教
授
と
し
て
就
任
し
）
77
（

た
。
こ
う
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
対
す
る

挑
戦
者
と
し
て
創
設
さ
れ
た
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
は
、
創
設
時
の
教
授
陣
に
二
人
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
を
携
え
た
。

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
創
設
は
、
政
治
の
中
心
で
あ
る
東
京
に
対
抗
し
、
京
都
に
新
た
な
ド
イ
ツ
法
学
の
拠
点
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
明
治
三
三
年
に
帰
国
し
た
山
川
幸
雄
も
ま
ず
初
め
に
第
三
高
等
学
校
教
授
と
し
て
京
都

に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
は
、
如
何
な
る
点
で
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
対
抗
し
た
か
。
東
京
帝
国
大
学
と
京
都
帝
国
大
学
の
法
科

大
学
の
性
質
を
比
較
し
た
、
斬
馬
剣
禅
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
東
京
大
学
に
お
け
る
法
律
学
の
教
授
法
の
特
徴
を
、「
法
律
学

的
」
で
、「
法
律
条
章
の
解
釈
応
用
を
主
眼
と
し
」、「
重
に
条
文
の
暗
誦
を
目
的
と
し
」、「
実
際
的
」
で
あ
り
、「
技
術
に
近
く
」、「
む
し

ろ
法
術
と
称
す
べ
」
き
も
の
で
あ
る
と
評
し
た
。
一
方
で
京
都
帝
国
大
学
に
つ
い
て
は
、「
法
学
的
」
で
、「
法
的
修
練
を
も
っ
て
そ
の
眼

目
」
と
し
、「
主
と
し
て
法
理
の
観
念
を
養
な
う
を
目
的
」
と
し
、「
学
術
的
」
で
「
科
学
に
属
」
し
、「
真
正
に
法
学
の
名
を
値
す
」
と

評
価
し
）
78
（

た
。

　
こ
れ
ら
の
性
質
に
適
う
教
育
制
度
を
み
れ
ば
、
京
都
帝
国
大
学
は
ド
イ
ツ
の
大
学
の
教
育
制
度
を
積
極
的
に
採
用
し
た
と
い
う
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
例
示
す
れ
ば
、
演
習
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
の
必
修
化
と
い
っ
た
方
針
等
で
あ
）
79
（
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
重
視
に
加
え
、
大

学
の
卒
業
の
た
め
に
卒
業
論
文
を
課
す
こ
と
も
採
用
さ
れ
、
そ
れ
に
は
、「
自
由
討
究
的
法
学
的
研
究
」
を
学
生
に
求
め
、
学
術
研
究
を

通
し
た
教
育
を
重
視
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
穂
積
重
行
は
、
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
に
よ
る
法
学
教
育
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の
官
僚
法
学
的
な
性
）
80
（
格
を
指
摘
し
て
お
り
、「
ド
イ
ツ
法
学
の
精
密
な
形
式
論
理
的
な
側
面
だ
け
が
受
け
入
れ
ら
れ
」、「
法
学
研
究
に
お

け
る
歴
史
的
・
比
較
的
方
法
は
、
久
し
く
学
会
内
部
に
お
い
て
す
ら
一
傍
流
に
甘
ん
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
）
81
（

た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
そ
の

背
景
は
「
明
治
期
の
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
た
ち
は
、
陰
に
陽
に
中
央
政
府
と
係
わ
り
を
も
）
82
（
ち
」
と
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
東
京
帝
国
大

学
は
政
治
の
中
心
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
国
家
的
使
命
か
ら
自
由
な
法
学
の
研
究
の
可
能
性
が
制
限
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と

に
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
明
治
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
帝
国
大
学
に
対
し
政
府
が
求
め
た
役
割
は
、
政
府
の
必
要
と
す
る
人
材
つ
ま
り
、

国
家
的
任
務
を
遂
行
し
得
る
官
僚
の
養
成
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
付
随
し
て
、
明
治
二
〇
年
七
月
二
三
日
の
文
官
試
験
試
補
見
習
規
則
（
勅

令
第
三
七
号
）
の
「
法
科
大
学
文
科
大
学
及
旧
東
京
大
学
法
学
部
文
学
部
ノ
卒
業
生
ハ
高
等
試
験
ヲ
要
セ
ス
試
補
ニ
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」

（
第
三
）
83
（
条
）
と
い
う
規
定
や
、
司
法
官
に
つ
い
て
は
、
同
二
三
年
の
裁
判
所
構
成
法
（
法
律
第
六
号
）
に
も
「
三
年
以
上
帝
国
大
学
法
科
教

授
若
ハ
弁
護
士
タ
ル
者
ハ
此
ノ
章
ニ
掲
ケ
タ
ル
試
験
ヲ
経
ス
シ
テ
判
事
又
ハ
検
事
ニ
任
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得
」、「
帝
国
大
学
法
科
卒
業
生

ハ
第
一
回
試
験
ヲ
経
ス
シ
テ
試
補
ヲ
命
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得
」（
第
六
六
）
84
（
条
）
と
確
認
さ
れ
る
通
り
、
特
に
帝
国
大
学
の
法
科
大
学
に
任

用
試
験
免
除
の
特
権
を
与
え
そ
の
役
割
が
担
わ
さ
れ
て
い
）
85
（
た
。
帝
国
大
学
に
お
け
る
法
学
の
役
割
は
統
治
技
術
を
扱
う
官
僚
養
成
の
た
め

の
知
と
な
り
、
学
問
研
究
の
発
展
と
は
矛
盾
す
る
目
的
を
持
ち
つ
つ
あ
っ
）
86
（
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
創
設
さ
れ
た
京
都
帝
国
大
学
は
、

東
京
帝
国
大
学
の
競
争
者
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
で
、
帝
国
大
学
が
一
国
を
代
表
す
る
学
問
研
究
の
府
で
あ
る
こ
と
を
維
持
し
よ
う
と
し

た
。
そ
の
京
都
帝
国
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
役
割
を
「
第
二
期
」
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
は
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　「
第
二
期
」
の
日
本
人
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
は
、
京
都
帝
国
大
学
で
活
躍
し
た
巌
谷
孫
蔵
、
千
賀
鶴
太
郎
を
除
く
と
、
彼
ら
は

様
々
な
分
野
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
中
に
は
法
学
と
い
う
専
門
分
野
か
ら
離
れ
る
者
す
ら
い
た
。

　
例
え
ば
、
高
木
甚
平
と
山
川
幸
雄
は
帰
国
後
に
「
ド
イ
ツ
語
」
の
講
座
を
担
当
し
、
高
木
は
『
袖
珍
独
和
新
辞
林
』（
三
省
堂
、
一
八
九

六
年
）、
山
川
は
『
独
逸
故
事
熟
語
字
彙
』（
南
江
堂
、
一
九
〇
六
年
）
や
『
和
文
独
訳
練
習
』（
丸
善
、
一
九
〇
九
年
）
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
語

教
育
書
籍
を
出
版
し
ド
イ
ツ
語
学
者
と
し
て
の
一
面
を
持
っ
た
。
も
と
も
と
彼
ら
に
は
語
学
的
関
心
や
、
そ
の
高
い
素
養
が
備
わ
っ
て
お
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り
、
彼
ら
が
ハ
レ
大
学
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
提
出
し
た
学
位
論
文
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
英
語
、

ラ
テ
ン
語
等
の
多
言
語
の
使
用
が
見
ら
れ
）
87
（

た
。

　
外
交
官
と
な
っ
た
吉
田
作
弥
、
弁
護
士
と
な
っ
た
岸
小
三
郎
、
弁
理
士
と
な
っ
た
荒
木
虎
太
郎
等
、
外
交
官
や
実
務
家
と
な
っ
た
人
々

も
お
り
、
有
森
新
吉
は
山
陽
新
報
社
長
、
川
崎
造
船
所
取
締
役
等
を
歴
任
し
、
前
述
の
岡
本
芳
二
郎
は
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
の
役
員
に

就
任
し
た
よ
う
に
実
業
家
と
し
て
活
躍
す
る
人
物
も
い
た
。

　
彼
ら
は
法
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
や
法
実
務
の
領
域
に
お
け
る
我
が
国
の
ド
イ
ツ
化
を
担
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広
く
社
会
、
経
済
そ
し

て
文
化
の
各
事
業
に
お
い
て
活
動
の
領
域
を
見
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

㈢
　「
第
三
期
」

―
私
学
の
法
学
教
育
の
充
実
と
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス

　
明
治
三
〇
年
代
か
ら
留
学
し
た
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
は
、
多
様
で
あ
っ
た
「
第
二
期
」
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
と
比
較
す
れ

ば
、
あ
る
程
度
同
じ
傾
向
を
呈
す
る
集
団
で
あ
っ
た
と
認
識
で
き
る
。
一
般
的
に
は
明
治
期
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
学
の
「
学
位
取
得

者
」
に
つ
い
て
「
私
学
出
身
の
実
務
）
88
（

家
」
と
い
う
性
格
づ
け
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
私
見
で
は
、
こ
の
傾
向
こ
そ
と
り
わ
け
明
治
三
〇
年

代
か
ら
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
に
顕
著
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
第
三
期
」
に
該
当
す
る
人
物
を
提
示
す
れ
ば
、
池
田
龍
一
、
尾
越
辰
雄
、
神
戸
寅
次
郎
、
渡
辺
豊
治
、
坂
本
三
郎
、
岩
崎
幸
治

郎
、
小
林
武
次
郎
、
高
木
蔵
吉
、
大
場
茂
馬
、
山
岡
萬
之
助
、
水
口
吉
蔵
、
岡
田
庄
作
、
武
田
鬼
十
郎
の
一
三
人
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、

「
第
二
期
」
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
と
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
比
較
を
通
し
て
、「
第
三
期
」
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
の
意
義
を
検
討

し
た
い
。

　
ま
ず
、
留
学
前
の
学
歴
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
表
1
に
掲
げ
る
通
り
、
そ
の
出
身
校
も
多
様
で
あ
る
が
、「
第
二
期
」
に
お
い
て
多
く

を
占
め
る
の
は
、
仏
学
塾
、
慶
應
義
塾
、
同
志
社
英
学
校
、
独
逸
学
校
、
東
京
外
国
語
学
校
と
い
っ
た
洋
学
校
・
語
学
学
校
な
ど
で
あ
り
、
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私
立
法
律
学
校
や
東
京
大
学
に
お
い
て
専
門
的
な
法
学
・
政
治
学
を
学
ん
だ
者
は
岸
、
有
森
、
岡
本
と
僅
か
三
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一

方
「
第
三
期
」
に
な
る
と
、
東
京
専
門
学
校
、
独
逸
学
協
会
学
校
専
修
科
、
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
、
英
吉
利
法
律
学
校
（
東
京
法
学

院
）、
日
本
法
律
学
校
、
明
治
法
律
学
校
、
第
三
高
等
学
校
法
学
部
と
い
う
具
合
に
、
私
立
法
律
学
校
や
官
立
高
等
学
校
の
法
学
部
で
専

門
的
な
法
学
教
育
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
と
り
わ
け
私
立
学
校
が
多
数
を
占
め
た
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
要
素
で
あ
ろ
う
。

　
私
立
法
律
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
彼
ら
の
多
く
は
判
事
、
検
事
、
弁
護
士
と
い
っ
た
法
律
の
実
務
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
点
が
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
判
事
検
事
登
用
試
験
も
し
く
は
弁
護
士
試
験
を
受
験
し
、
法
律
実
務
家
と
し
て
の
活
動
を
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、「
第
二
期
」
に
お
い
て
は
国
内
の
法
律
家
の
任
用
制
）
89
（

度
が
確
立
さ
れ
て
ゆ
く
中
で
、「
第
一
期
」
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
本
多
の

よ
う
な
僥
倖
を
求
め
て
、
日
本
で
の
地
位
を
確
立
す
る
前
に
ド
イ
ツ
留
学
し
、
学
位
取
得
へ
と
励
ん
だ
者
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
、
荒
木
虎
太
郎
は
大
隈
重
信
に
対
し
、
明
治
三
一
年
七
月
三
日
付
の
書
簡
で
官
職
を
要
求
し
た
。
そ
の
際
、
荒
木
は
「
当
時
農
商
務

省
の
如
き
森
林
法
律
の
必
要
も
可
有
之
、
其
取
調
方
等
御
下
命
を
蒙
り
候
は
ヾ
幸
）
90
（
甚
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
東
京
農
林
学
校
を
経
て
ド
ク

ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
学
位
を
持
つ
自
身
の
経
歴
を
生
か
す
分
野
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
尤
も
「
第
三
期
」
ド
ク
ト

ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
中
で
も
少
数
派
で
あ
っ
た
実
業
家
転
身
者
の
池
田
龍
一
は
、「
最
初
政
治
家
と
な
る
目
的
で
渡
欧
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
日
本
の
政
界
は
腐
敗
の
極
に
達
し
、
到
底
正
直
者
の
顔
を
出
す
処
で
な
い
と
観
念
し
、
一
面
に
は
滞
独
中
、
独
逸
国
に
お
け
る
学
術
研

究
の
隆
盛
な
る
に
感
じ
て
、
専
ら
法
学
の
研
究
に
志
し
」
た
と
い
う
。
京
都
帝
大
教
授
の
千
賀
鶴
太
郎
に
次
ぎ
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
ド
ク
ト

ル
・
ユ
ー
リ
ス
を
取
得
し
た
池
田
で
あ
っ
た
が
、
帰
朝
後
、「
多
少
学
界
に
貢
献
す
べ
く
予
期
し
た
の
で
す
が
、
何
等
得
る
処
な
く
し
て
、

実
業
界
に
身
を
投
ず
る
に
至
っ
）
91
（

た
」
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
日
本
の
法
学
界
に
は
彼
の
ド
イ
ツ
法
学
識
を
活
か
せ
る
場
所
が
な
か
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

　
明
治
三
〇
代
以
降
の
日
本
の
法
学
は
圧
倒
的
に
帝
国
大
学
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
末
弘
厳
太
郎
は
以
下
の
よ
う
に
回
顧
す
る
。
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帝
大
だ
け
は
無
試
験
で
裁
判
官
弁
護
士
に
な
れ
た
、
大
正
の
終
り
か
昭
和
の
初
め
ま
で
。
し
か
る
に
私
立
大
学
の
出
身
者
で
弁
護
士
裁
判
官
に
な
ろ

う
と
い
う
者
は
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
も
そ
の
試
験
の
委
員
に
は
帝
大
の
先
生
が
多
く
な
っ
て
い
た
か
ら
、
私
立
大
学
で
も
自
然
帝

大
の
先
生
を
講
師
に
た
の
む
、
そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
帝
国
大
学
法
学
部
が
だ
ん
だ
ん
私
学
ま
で
も
支
配
し
て
い
っ
）
92
（

た

　
私
学
に
お
け
る
法
学
は
判
事
検
事
登
用
試
験
や
弁
護
士
試
験
に
及
第
す
る
た
め
に
必
要
な
科
目
に
留
ま
り
、
試
験
合
格
率
を
高
め
る
た

め
に
帝
国
大
学
の
教
授
を
講
師
に
迎
え
な
け
れ
ば
、
学
生
を
確
保
で
き
な
い
と
い
う
事
情
す
ら
あ
っ
た
。「
第
三
期
」
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー

リ
ス
た
ち
が
帰
国
し
た
頃
の
法
律
学
の
主
流
は
官
学
に
占
め
ら
れ
、
私
学
出
身
で
ド
イ
ツ
学
位
を
持
つ
池
田
の
よ
う
な
人
物
で
さ
え
、
日

本
の
法
学
界
で
活
躍
で
き
る
領
域
は
限
定
さ
れ
て
い
た
。

　「
第
三
期
」
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
に
つ
い
て
、
彼
ら
を
ド
イ
ツ
へ
と
向
か
わ
せ
た
最
も
重
要
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
私
立

法
律
学
校
の
大
学
化
を
想
定
し
た
、
自
前
で
の
専
任
教
員
養
成
熱
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
三

〇
年
代
よ
り
海
外
派
遣
の
留
学
生
制
度
が
各
種
私
立
学
校
に
導
入
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
制
度
に
よ
る
留
学
に
該
当
す
る
人
物
は
、
慶
應
義

塾
の
神
戸
寅
次
郎
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
）
の
坂
本
三
郎
、
東
京
法
学
院
（
中
央
大
学
）
の
渡
辺
豊
治
、
大
場
茂
馬
、
武
田
鬼
十

郎
、
そ
し
て
日
本
法
律
学
校
（
日
本
大
学
）
の
山
岡
萬
之
助
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
回
目
の
派
遣
に
選
ば
れ
て
い
る
の
が
、
神
戸
、

坂
本
、
渡
辺
、
山
岡
で
あ
っ
た
。

　
私
学
派
遣
の
留
学
生
制
度
を
最
も
早
く
に
導
入
し
た
の
は
慶
應
義
塾
で
あ
っ
た
。
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
の
第
一
期
生
と
し
て
卒
業

し
た
神
戸
寅
次
郎
は
明
治
二
五
年
頃
よ
り
慶
應
義
塾
普
通
部
の
教
員
を
務
め
る
傍
ら
、
大
学
部
法
律
科
主
任
教
授
の
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン

リ
ー
・
ウ
ィ
グ
モ
）
93
（

ア
が
契
約
満
期
と
な
る
た
め
、
後
任
と
な
る
人
物
を
求
め
て
奔
走
し
て
い
た
。
当
時
は
旧
民
法
が
公
布
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
法
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
学
校
の
講
義
も
日
本
法
に
依
る
必
要
が
生
じ
、
主
任
教
授
も
日
本
人
を
依
頼
す
る
方
針
と
な
っ
た
と
い

う
。
そ
こ
で
、
当
時
知
名
の
学
者
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
が
、
専
任
で
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
に
快
諾
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
つ
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い
に
「
自
給
自
足
主
義
を
採
つ
て
、
海
外
留
学
制
度
を
設
け
自
ら
教
授
を
養
成
す
る
の
外
は
な
）
94
（
い
」
と
の
考
え
が
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。

　
神
戸
の
構
想
が
実
現
化
す
る
の
は
実
に
七
年
後
で
あ
っ
た
。
明
治
三
二
年
七
月
四
日
開
催
の
慶
應
義
塾
第
五
期
第
八
回
の
評
議
員
会
に

お
い
て
そ
の
方
針
が
「
教
員
養
成
の
目
的
を
以
て
外
国
に
留
学
生
を
送
る
こ
と
に
決
す
」
と
定
め
ら
れ
、
同
年
八
月
四
日
の
第
五
期
第
九

回
評
議
員
会
に
お
い
て
、
法
律
学
の
神
戸
寅
次
郎
、
文
学
の
川
合
貞
一
、
経
済
学
の
気
賀
勘
重
が
ド
イ
ツ
へ
、
経
済
学
の
名
取
和
作
と
堀

江
帰
一
が
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
）
95
（

た
。『
慶
應
義
塾
学
報
』
で
は
第
一
回
留
学
生
派
遣
に
際
し
て
次
の
よ
う
に
評
し
て

い
る
。　

慶
應
義
塾
は
私
立
大
学
と
し
て
益
々
其
教
育
機
能
を
完
備
せ
ん
が
為
め
新
に
五
名
の
卒
業
生
を
米
、
独
二
国
に
留
学
せ
し
む
る
こ
と
ヽ
な
れ
り
、
学

術
を
し
て
一
に
官
立
大
学
の
専
売
に
属
せ
し
む
る
の
不
都
合
は
今
更
言
ふ
を
須
ひ
ず
、
慶
應
義
塾
特
派
の
留
学
生
諸
氏
よ
冀
く
ば
最
も
新
鮮
な
る
欧
米

学
術
界
の
空
気
を
呼
吸
し
来
り
て
他
日
、
我
が
日
本
の
学
術
界
を
し
て
一
段
の
活
気
を
呈
せ
し
め
ん
こ
と
）
96
（
を

　
留
学
生
派
遣
の
目
的
は
「
官
立
大
学
の
専
売
」
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
学
術
を
打
破
す
る
た
め
の
、
義
塾
出
身
の
教
員
の
強
化
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
官
立
の
帝
国
大
学
に
対
抗
し
て
、
私
立
大
学
た
ら
ん
と
す
る
た
め
に
自
前
で
の
教
員
養
成
を
目
的
と
し
た
留
学
生
派
遣
が

導
入
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
東
京
専
門
学
校
に
お
い
て
は
明
治
三
三
年
七
月
一
一
日
の
評
議
会
で
、
大
学
部
の
設
置
の
た
め
の
準
備
と
し
て
留
学
生
を
海
外
に
派
遣

す
る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
の
う
ち
の
一
人
に
坂
本
三
郎
が
選
ば
れ
て
い
）
97
（

る
。
東
京
法
学
院
で
も
明
治
三
〇
年
に
「
卒
業
生
中
特
に
雋
秀
の

士
を
選
ひ
漸
次
海
外
へ
留
学
せ
し
む
）
98
（
る
」
と
い
う
方
針
が
公
開
さ
れ
、
学
則
上
で
も
「
本
院
卒
業
生
ニ
シ
テ
品
行
方
正
学
業
優
等
等
将
来

有
望
ノ
者
ニ
ハ
学
費
ヲ
貸
与
シ
テ
海
外
ニ
留
学
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
、
は
じ
め
は
花
井
卓
蔵
が
海
外
留
学
生
と
し
て

派
遣
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
衆
議
院
選
挙
へ
の
出
馬
準
備
な
ど
が
重
な
っ
た
た
め
辞
退
と
な
り
、
新
た
に
渡
辺
豊
治
が
選
出
さ
れ
る
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に
至
っ
て
い
）
99
（
る
。
日
本
法
律
学
校
卒
業
の
山
岡
萬
之
助
に
至
っ
て
は
、
刑
事
学
の
修
学
の
為
、
自
ら
留
学
す
る
意
志
を
帝
国
大
学
教
授
で

日
本
大
学
理
事
で
あ
っ
た
戸
水
寛
人
に
相
談
し
た
。
そ
の
結
果
、「
大
い
に
結
構
。
学
校
（
日
本
大
学
）
か
ら
の
留
学
生
と
し
て
及
ば
ず

な
が
ら
協
力
し
ま
し
ょ
）
100
（
う
」
と
返
事
が
あ
り
、
明
治
三
九
年
よ
り
日
本
大
学
最
初
の
派
遣
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
留
学
を
果
た
す
の
で
あ

る
。

　
こ
れ
ら
の
私
学
派
遣
の
留
学
生
達
は
帰
国
後
に
、
神
戸
寅
次
郎
が
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
教
授
、
坂
本
三
郎
は
早
稲
田
大
学
教
授
、

大
場
茂
馬
は
中
央
大
学
教
授
、
渡
辺
豊
治
、
武
田
鬼
十
郎
は
中
央
大
学
講
師
、
山
岡
萬
之
助
が
日
本
大
学
教
授
と
、
私
学
法
学
部
の
教

授
・
講
師
に
就
任
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
明
治
法
律
学
校
出
身
の
水
口
吉
蔵
、
岡
田
庄
作
に
つ
い
て
も
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス

取
得
後
に
明
治
大
学
教
授
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
明
治
大
学
派
遣
の
留
学
生
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
）
101
（
が
、
明
治
法
律

学
校
（
明
治
大
学
）
に
お
い
て
も
、
母
校
出
身
の
法
律
家
が
ド
イ
ツ
留
学
、
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
を
取
得
し
た
後
、
教
授
と
な
っ
て
法

学
教
育
に
携
わ
っ
た
と
い
う
私
学
出
身
の
法
学
者
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

　
総
じ
て
、「
第
三
期
」
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
に
現
れ
る
顕
著
な
特
徴
は
、
私
立
大
学
法
学
部
の
育
て
の
）
102
（

親
と
し
て
の
役
割
を
彼
ら
が

果
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
　
む
す
び

　
以
上
、
本
稿
で
は
明
治
期
に
ド
イ
ツ
留
学
し
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
学
位
を
取
得
し
た
人
物
た
ち
を
、
三
つ
の
時
期
区
分
に
お
い
て

分
析
し
、
彼
ら
の
全
体
像
を
示
し
た
。
最
後
に
改
め
て
近
代
日
本
法
史
に
お
け
る
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
意
義
を
検
討
し
よ
う
。

　「
第
一
期
」
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
は
本
多
康
直
で
あ
っ
た
。
彼
が
帰
国
し
た
当
時
の
日
本
は
、
ド
イ
ツ
法
を
模
範
と
し
た
立
法
政
策

が
本
格
化
し
た
時
期
で
あ
り
、
彼
は
司
法
省
に
お
い
て
ド
イ
ツ
人
法
律
顧
問
が
起
草
し
た
草
案
の
翻
訳
や
法
典
調
査
に
関
与
し
、
わ
が
国
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の
ド
イ
ツ
法
の
立
法
的
継
受
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
明
治
一
〇
年
代
後
半
よ
り
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
「
第
二
期
」
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
か
ら
、
そ
の
学
位
取
得
は
い
よ
い
よ
本
格
化

し
、
彼
ら
は
ま
さ
に
ド
イ
ツ
法
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
帰
国
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
東
京
帝
国
大
学
と
い
う
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
の
中
心
で
、
積
極
的
に
活
躍
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
対
抗
者
と
し
て
の
京
都
帝
国
大
学
や
、
私
立
法
律
学
校
に
お
い
て
法
学

教
授
を
担
っ
た
。
彼
ら
は
、
ド
イ
ツ
法
の
特
に
学
説
的
継
受
の
可
能
性
を
拡
大
さ
せ
、
わ
が
国
法
学
界
の
全
面
的
な
ド
イ
ツ
法
化
を
更
に

促
進
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
明
治
二
〇
年
代
の
日
本
は
全
面
的
な
ド
イ
ツ
化
が
進
展
し
て
お
り
、
法
学
と
い

う
分
野
に
限
ら
ず
、
ド
イ
ツ
語
学
者
や
実
業
家
と
い
っ
た
領
域
に
ま
で
、
彼
ら
の
活
動
は
広
が
っ
て
い
た
。

　「
第
三
期
」
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
は
、
確
か
に
「
私
学
出
身
の
実
務
家
」
と
い
う
横
顔
が
備
わ
る
も
の
の
、
も
と
よ
り
私
学
よ
り

派
遣
さ
れ
た
留
学
生
た
ち
と
い
う
特
徴
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
は
私
立
学
校
の
大
学
化
を
目
標
と
し
た
法
学
教
育
充
実
の
意

図
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
法
学
的
影
響
に
あ
っ
た
日
本
の
法
学
界
に
あ
っ
て
、
直
接
彼
の
地
で
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
人
々
で
あ
っ
た
。

帰
国
後
の
彼
ら
は
、
国
家
試
験
の
た
め
の
教
科
と
な
っ
て
い
た
法
学
の
停
滞
を
打
破
す
べ
く
尽
力
し
、
私
学
に
お
け
る
法
学
教
育
・
研
究

の
担
い
手
と
し
て
私
学
法
学
部
の
よ
り
堅
固
な
拡
充
を
図
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
明
治
期
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
が
具
体
的
に
ド
イ
ツ
で
何
を
学
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
法
領
域
に
お
け
る
さ
ら
な
る
検

討
が
要
さ
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
と
り
わ
け
彼
ら
の
著
し
た
学
位
論
文
は
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
何
よ
り
も
、
明
治
二
〇
年

代
以
降
秩
序
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
帝
国
大
学
を
中
心
と
し
た
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
）
103
（
や
、
私
学
に
お
け
る
法
学
研
究
や
教
育
の
場
面
で
、
ド
ク

ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
学
位
取
得
者
の
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
を
再
認
識
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）  

沢
木
敬
郎
「
法
の
継
受
」
伊
藤
正
己
（
編
）『
岩
波
講
座
　
現
代
法
一
四
　
外
国
法
と
日
本
法
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）、
一
二
二
頁
、

北
川
善
太
郎
『
日
本
法
学
の
歴
史
と
理
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
八
年
）、
二
〇
頁
。
ま
た
、
内
田
貴
『
法
学
の
誕
生
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
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一
八
年
）
は
、
法
の
継
受
と
し
て
の
近
代
日
本
に
お
け
る
西
洋
法
学
の
受
容
を
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
穂
積
陳
重
、
八
束
を
軸
に
論
じ
た
研
究
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
法
の
継
受
に
関
し
て
は
四
六
‐
四
七
頁
。

（
2
）  

利
谷
信
義
「
近
代
法
体
系
の
成
立
」『
岩
波
講
座
　
日
本
歴
史
一
六
　
近
代
三
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）、
一
〇
四
頁
以
下
、
石
井
良
助

『
明
治
文
化
史
　
第
二
巻
　
法
制
』（
原
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、
一
三
頁
。

（
3
）  
野
田
良
之
「
日
本
に
お
け
る
外
国
法
の
摂
取
」
伊
藤
・
前
掲
注
（
1
）、
一
六
四
頁
。
明
治
初
年
か
ら
明
治
民
法
典
以
下
法
典
の
整
備
ま
で
を

立
法
的
摂
取
の
時
代
（
西
欧
制
定
法
の
模
倣
時
代
）、
法
典
整
備
か
ら
大
正
初
年
ま
で
を
法
学
的
摂
取
の
時
代
（
整
備
さ
れ
た
法
典
を
ド
イ
ツ
法

学
の
影
響
の
も
と
に
解
釈
・
適
用
し
た
時
代
）、
大
正
初
年
以
降
を
自
覚
的
摂
取
の
時
代
（
日
本
法
の
独
自
性
を
比
較
法
的
に
自
覚
し
自
律
的
に

外
国
法
を
外
国
法
と
し
て
研
究
・
摂
取
す
る
時
代
）
と
し
て
区
分
し
て
い
る
。

（
4
）  

高
橋
直
人
「
明
治
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
刑
法
学
の
継
受
と
現
地
で
の
学
位
取
得

―
大
場
茂
馬
、
岡
田
庄
作
、
鳥
居
誠
哉
、
山
川
幸
雄
を
主
な

例
と
し
て

―
」
井
田
良
、
井
上
宜
裕
、
白
鳥
祐
司
、
高
田
昭
正
、
松
宮
孝
明
、
山
口
厚
（
編
）『
浅
田
和
茂
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
　
下
巻
』

（
成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）、
七
六
一
頁
以
下
。

（
5
）  H

ans-Peter M
arutschke, Rezeption und A

ustausch im
 japanischen G

esellschaftsrecht in der M
eiji-Zeit, The D

oshisha 
H
ogaku, 68 （1

）, 2016, S. 542 -568.

（
6
）  

例
え
ば
、
講
義
担
当
一
覧
や
出
版
物
に
お
い
て
、
彼
ら
の
氏
名
に
「
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
」
と
い
っ
た
肩
書
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
で
こ
の
名
称
を
使
用
す
る
の
は
、「
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
」
と
い
う
表
象
そ
の
も
の
に
も
近
代
日
本
法
史
に
お
け
る
歴
史
的
意
義
を
見
出

す
た
め
で
あ
る
。

（
7
）  

ド
イ
ツ
大
学
の
私
講
師
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
別
府
昭
郎
『
大
学
改
革
の
系
譜
：
近
代
大
学
か
ら
現
代
大
学
へ
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
六

年
）、
三
六
頁
以
下
参
照
。

（
8
）  

別
府
昭
郎
『
近
代
大
学
の
揺
籃

―
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
大
学
史
研
究

―
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
一
四
年
）、
二
七
五
‐
二
七
七
頁
。

（
9
）  Ludw
ig von Rönne, D

as U
nterrichits-W

esen des Preußischen Staatses, Bd.2., D
ie höhern Schulen und die U

niversitäten des 
Preußischen Staates, Berlin, 1855, S. 414 -429.

（
10
）  

別
府
・
前
掲
注
（
8
）、
二
八
三
頁
。

（
11
）  

森
川
潤
「
一
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
大
学
の
学
籍
登
録
制
度
に
つ
い
て
」『
広
島
修
大
論
集
．
人
文
編
』
第
四
六
巻
第
一
号
、（
広
島
修
道
大
学
人

文
学
会
、
二
〇
〇
五
年
）、
二
二
八
頁
。
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（
12
）  

一
八
世
紀
以
前
は
、
学
識
を
基
準
に
し
た
官
僚
任
用
に
よ
り
、
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
の
学
位
を
官
職
就
任
の
資
格
と
し
て
規
定
し
て
い
た
大

学
も
存
在
し
た
。
し
か
し
、
ド
ク
ト
ル
取
得
の
た
め
の
修
学
期
間
の
長
さ
や
、
学
位
授
与
の
形
骸
化
と
い
っ
た
事
情
に
よ
り
、
ド
ク
ト
ル
学
位
と

関
わ
り
の
な
い
国
家
試
験
が
導
入
さ
れ
、
官
僚
任
用
の
要
件
と
な
っ
た
。
石
部
雅
亮
「
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
学
教
育
と
国
家
試
験
」
大

学
史
研
究
会
（
編
）『
大
学
史
研
究
通
信
』
第
九
号
、（
評
論
社
、
一
九
七
五
年
）、
五
‐
六
頁
参
照
。

（
13
）  
潮
木
守
一
『
ド
イ
ツ
の
大
学
』（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）、
一
九
五
頁
以
下
。

（
14
）  
上
山
安
敏
『
法
社
会
史
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
七
年
）、
二
五
四
頁
。

（
15
）  

岡
松
参
太
郎
「
独
逸
に
於
け
る
法
律
教
育
」『
東
京
専
門
学
校
政
治
経
済
科
講
義
録
　
雑
録
及
雑
報
　
第
四
回
一
部
』（
東
京
専
門
学
校
、
一
九

〇
一
年
）、
九
頁
。
な
お
、
岡
松
は
「
防
御
」
と
称
す
る
が
、
例
え
ば
、
巌
谷
孫
蔵
の
学
位
論
文
の
表
紙
に
は
「
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
総
合
大
学
の
法
学
部
の
認
可
を
以
て
、
添
付
さ
れ
た
命
題
と
共
に
一
八
九
〇
年
五
月
一
〇
日
正
午
一
二
時
、
日
本
出
身
の
巌
谷
孫

蔵
に
よ
っ
て
公
に
守
ら
れ
た
、
法
学
博
士
取
得
の
た
め
の
論
文
」
と
の
文
言
も
あ
る
。M

agoso Iw
aya, D

ie rechtliche Stellung des N
eben-

intervenient-Streitgenossen nach den Bestim
m
ungen der deutschen Civilprocessordnung, Jena, 1890.

（
16
）  

岡
松
・
前
掲
注
（
15
）、
八
‐
一
〇
頁
。
な
お
、
岡
松
に
よ
れ
ば
、
彼
自
身
も
ド
イ
ツ
留
学
中
に
学
位
試
験
を
受
験
し
て
い
る
が
、
口
頭
試
験

を
受
験
し
な
か
っ
た
た
め
学
位
は
取
得
し
て
い
な
い
。
岡
松
の
経
歴
、
留
学
生
活
に
つ
い
て
は
、
田
口
正
樹
「
岡
松
参
太
郎
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留

学
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
四
巻
二
号
、（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、
二
〇
一
三
年
）、
三
四
一
頁
以
下
。

（
17
）  

な
お
、
加
藤
学
陽
「
近
代
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
研
究
の
先
駆
者

―
明
治
十
年
代
、
二
十
年
代
初
頭
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た

ち

―
」（
慶
應
義
塾
大
学
、
二
〇
一
五
年
度
修
士
学
位
論
文
）
に
お
い
て
対
象
と
さ
れ
た
「
初
期
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
」
は
本
稿
に
お
け
る

「
第
二
期
」
に
相
当
す
る
。

（
18
）  

野
田
・
前
掲
注
（
3
）、
一
六
九
頁
。

（
19
）  

利
谷
・
前
掲
注
（
2
）、
一
二
二
以
下
参
照
。

（
20
）  

野
田
・
前
掲
注
（
3
）、
一
六
四
頁
。

（
21
）  

イ
ギ
リ
ス
か
ら
ド
イ
ツ
へ
と
転
学
を
果
た
し
た
穂
積
陳
重
は
ド
イ
ツ
法
学
の
輸
入
を
希
望
し
、
明
治
一
五
年
以
降
、
東
京
大
学
出
身
の
学
士
末

岡
精
一
、
穂
積
八
束
、
宮
崎
道
三
郎
、
斯
波
淳
六
郎
と
い
っ
た
人
物
も
文
部
省
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
穂
積
陳
重
「
独
逸

法
学
の
日
本
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
穂
積
重
遠
（
編
）『
穂
積
陳
重
遺
文
集
　
第
三
冊
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）、
六
二
〇
頁
。

（
22
）  

田
部
芳
「
ド
イ
ツ
各
大
学
に
於
け
る
博
士
試
験
」
法
学
協
会
（
編
）『
法
学
協
会
雑
誌
』
一
一
巻
四
号
、
六
号
、
七
号
、
八
号
、
九
号
、
一
〇
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号
、
一
一
号
、
一
二
号
、
一
二
巻
二
号
、
四
号
、
五
号
、
八
号
、
九
号
、
一
二
号
、
一
三
巻
一
号
、（
一
八
九
三
〜
一
八
九
五
年
）。

（
23
）  

鈴
木
正
裕
『
近
代
民
事
訴
訟
法
史
・
日
本
2
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
〇
八
頁
。

（
24
）  

田
部
芳
の
ド
イ
ツ
博
士
試
験
の
紹
介
記
事
の
直
接
的
な
影
響
を
示
す
こ
と
は
史
料
的
制
約
に
よ
り
困
難
で
は
あ
る
が
、
後
述
す
る
「
第
三
期
」

の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
に
は
田
部
の
講
義
を
受
け
て
い
た
人
物
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
神
戸
寅
次
郎
は
ハ
レ
大
学
に
提
出
し
た
学
位
論
文
の

履
歴
書
欄
に
日
本
と
ド
イ
ツ
で
受
講
し
た
教
師
た
ち
の
一
覧
を
記
し
て
お
り
、
そ
こ
に
田
部
の
名
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。Torajiro 

Kam
be, D

ie offene H
andelsgesellschaft nach japanischem

 Rechte, H
alle, 1902, Lebenslauf.

（
25
）  

本
多
に
限
っ
て
はRudolf H

artm
ann, Japanische Studenten an deutschen U

niversitäten und H
ochschulen 1868 -1914, Berlin: 

M
ori-Ô

gai-G
edenkstätte, 2005, S. 241ff.

の
「
博
士
号
授
与
1
8
7
4
―
1
9
1
6
」
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
唯
一
の
人
物
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
多
の
名
前
が
記
さ
れ
た
学
位
記
の
存
在
に
よ
り
、
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。
本
多
の
学
位

記
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
編
・
発
行
）『
企
画
展
示 

ド
イ
ツ
と
日
本
を
結
ぶ
も
の

―
日
独
修
交
一
五
〇
年
の
歴
史

―
』（
二
〇
一
五
年
）、

八
二
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）  

本
多
康
直
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
日
本
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
日
本
大
学
百
年
史
　
第
一
巻
』（
日
本
大
学
、
一
九
九
七
年
）、
三

〇
二
‐
三
○
三
頁
。

（
27
）  

尤
も
、
本
多
よ
り
早
く
に
ド
イ
ツ
で
法
学
を
学
ん
だ
人
物
と
し
て
、
明
治
初
期
に
青
木
周
蔵
の
斡
旋
に
よ
り
法
学
を
修
業
し
た
平
田
東
助
、
山

脇
玄
、
荒
川
邦
蔵
と
い
っ
た
人
物
が
挙
げ
ら
れ
、
彼
ら
は
「
ド
イ
ツ
法
（
学
）
の
父
」
と
も
称
さ
れ
る
。
特
に
平
田
と
山
脇
は
ド
イ
ツ
で
ド
ク
ト

ル
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
（
哲
学
博
士
）
の
学
位
も
取
得
し
た
。H

artm
ann, a. a. O., S. 222. 

お
よ
び
小
野
博
「
近
代
法
の
翻
訳
者
た
ち
⑴

―
山

脇
玄
と
守
屋
善
兵
衛

―
」
法
政
策
研
究
会
（
編
）『
法
政
策
学
の
試
み
〔
法
政
策
研
究
　
第
16
集
〕』（
信
山
社
、
二
〇
一
五
年
）、
六
‐
七
頁
参

照
。

（
28
）  

内
閣
官
報
局
『
法
令
全
書
　
明
治
四
年
』、
六
六
頁
。

（
29
）  

同
前
、
三
七
一
頁
。

（
30
）  

本
多
は
「
ド
イ
ツ
大
学
に
学
籍
登
録
し
た
華
族
（
公
家
・
諸
侯
）
の
子
弟
」
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
庄
内
藩
主
で

あ
っ
た
酒
井
忠
宝
は
本
多
の
翌
年
か
ら
ド
イ
ツ
の
大
学
の
法
学
部
に
学
籍
登
録
し
て
い
る
。
森
川
潤
『
明
治
期
の
ド
イ
ツ
留
学
生
』（
雄
松
堂
、

二
〇
〇
八
年
）、
八
〇
頁
。

（
31
）  H

artm
ann, a. a. O., S. 48.
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（
32
）  

ド
イ
ツ
の
諸
大
学
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
法
と
カ
ノ
ン
法
を
修
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
両
法
博
士
の
名
称
で
法
学
博
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
て

い
た
。
高
橋
・
前
掲
注
（
4
）、
七
七
一
頁
。
な
お
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
た
ち
に
お
い
て
も
、
巌
谷
孫
蔵
、
千
賀
鶴
太

郎
、
大
場
茂
馬
、
神
戸
寅
次
郎
と
い
っ
た
人
物
の
ド
イ
ツ
の
学
位
の
名
称
が
「
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
・
ウ
ト
リ
ウ
ス
ク
エ
」（
両
法
博
士
）
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
井
関
九
郎
『
大
日
本
博
士
録
　
第
一
巻
』（
発
展
社
、
一
九
二
二
年
）、
参
照
。

（
33
）  
本
多
の
学
位
記
に
は
、
上
部
よ
り
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
総
長
エ
ル
ネ
ス
ト
・
エ
ー
ラ
ー
ス
、
同
法
学
部

長
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
レ
ン
ス
ド
ル
フ
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
前
掲
注
（
25
）、
八
二
頁
。

（
34
）  

岡
松
・
前
掲
注
（
15
）、
九
頁
。

（
35
）  

堅
田
剛
『
独
逸
法
学
の
受
容
過
程
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、
四
四
‐
四
七
頁
。
お
よ
び
潮
木
・
前
掲
注
（
13
）、
二
〇
二
‐
二
〇

四
頁
。

（
36
）  G

eorg M
ichaelis, Ein Preußischer Jurist im

 Japan der M
eiji-Zeit, Briefe, Tagebuchnotizen, D

okum
ente 1885 -1889, 

M
ünchen, 2001, S. 26.

（
37
）  

イ
ェ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
小
野
秀
誠
『
法
学
上
の
発
見
と
民
法
』（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）、
三
四
頁
以
下
。
ま
た
、
近
代
日
本
に
お
け
る

イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
法
思
想
の
翻
訳
、
受
容
に
つ
い
て
は
、
山
口
廸
彦
「
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
と
近
代
日
本
法
学
」『
法
政
論
叢
』
二
七
巻
、（
日
本
法
政

学
会
、
一
九
九
一
年
）、
四
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
38
）  

な
お
、
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
著
作
は
西
周
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、『
独
逸
学
協
会
雑
誌
』
三
〇
号
か
ら
三
三
号
に
「
学
士
匜
令
氏
権
利
争
闘
論
」

と
し
て
連
載
さ
れ
た
。
堅
田
剛
『
独
逸
学
協
会
と
明
治
法
制
』（
木
鐸
社
、
一
九
九
九
年
）、
一
五
三
頁
。

（
39
）  

「
独
逸
留
学
生
華
族
本
多
康
直
学
資
官
費
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
・
明
治
十
六
年
・
第
百
四
十
六
巻
・
明
治
十
六
年
五
月
・
司

法
省
（
一
）』）。

（
40
）  

「
独
逸
留
学
生
華
族
本
多
康
直
学
資
官
費
ノ
件
」（
同
前
）。

（
41
）  

「
独
逸
国
留
学
生
本
多
康
直
帰
朝
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
・
明
治
十
八
年
・
第
百
五
十
巻
・
明
治
十
八
年
八
月
・
官
吏
雑
件

（
文
部
省
〜
府
県
）
第
三
』）。

（
42
）  

明
治
期
の
民
事
訴
訟
法
典
編
纂
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
正
裕
『
近
代
民
事
訴
訟
法
史
・
日
本
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）、
参
照
。

（
43
）  

今
村
信
行
に
つ
い
て
は
下
伊
那
郡
役
所
（
編
）『
下
伊
那
郡
誌
資
料
（
下
巻
）』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
七
年
）、
三
八
九
‐
四
〇
四
頁
。

（
44
）  

鈴
木
・
前
掲
注
（
42
）、
九
三
頁
。
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（
45
）  

本
多
康
直
、
今
村
信
行
『
民
事
訴
訟
法
註
解
』
第
一
冊
、（
博
聞
本
社
、
一
八
九
〇
年
）、
自
序
一
‐
二
頁
。

（
46
）  

大
久
保
泰
甫
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ア
ド
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）、
一
五
二
頁
、
鈴
木
・
前
掲
注
（
42
）、
一
二
六
頁
。

（
47
）  

『
官
報
』
一
八
九
二
年
一
一
月
一
九
日
付
。

（
48
）  
日
本
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
・
前
掲
注
（
26
）、
八
三
‐
八
四
頁
。

（
49
）  
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
（
編
）『
早
稲
田
大
学
百
年
史
　
第
一
巻
』（
早
稲
田
大
学
、
一
九
七
八
年
）、
一
〇
三
九
頁
。

（
50
）  
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
（
編
）『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
二
』（
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
六
年
）、
一
〇
一
九
頁
。

（
51
）  

「
慶
應
義
塾
学
報
」
で
は
本
多
康
直
の
訃
報
が
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
独
逸
法
学
博
士
に
し
て
。
大
審
院
判
事
た
り
し
同
氏
は
。
傍

ら
義
塾
大
学
部
法
律
科
民
事
訴
訟
法
講
師
と
し
て
、
久
し
く
教
授
の
労
を
執
り
来
た
り
し
が
、
昨
冬
以
来
不
図
大
患
に
罹
り
、
薬
石
も
其
効
な
く
、

終
に
去
月
廿
九
日
午
前
十
時
頃
永
眠
せ
し
由
。
民
事
訴
訟
法
に
精
通
せ
る
学
者
に
乏
し
き
折
柄
、
氏
の
訃
に
接
す
、
斯
学
の
為
惜
む
べ
き
な
り
」。

「
本
多
康
直
氏
の
死
去
」『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
二
四
号
、（
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
、
一
九
〇
〇
年
）、
六
五
頁
。

（
52
）  

法
政
大
学
大
学
史
資
料
委
員
会
（
編
）『
法
政
大
学
史
資
料
集
　
第
十
四
集
』（
法
政
大
学
、
一
九
九
一
年
）、
参
照
。

（
53
）  

中
山
政
夫
『
日
本
法
律
学
校
規
則
集
』（
日
本
大
学
法
学
部
、
一
九
九
〇
年
）、
参
照
。

（
54
）  

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
・
前
掲
注
（
49
）
参
照
。

（
55
）  

明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
明
治
大
学
百
年
史
　
第
一
巻
　
資
料
編
Ⅰ
』（
明
治
大
学
、
一
九
八
六
年
）、
参
照
。

（
56
）  

慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
・
前
掲
注
（
50
）
参
照
。

（
57
）  

日
本
現
今
人
名
辞
典
発
行
所
（
編
・
発
行
）『
日
本
現
今
人
名
辞
典
』（
一
九
〇
三
年
）、
を
ノ
三
一
頁
。

（
58
）  

「
日
本
法
学
の
回
顧
と
展
望
」
日
本
評
論
社
編
集
局
（
編
）『
日
本
の
法
学
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
五
〇
年
）、
三
八
頁
以
下
参
照
。

（
59
）  

天
野
郁
夫
『
近
代
日
本
高
等
教
育
研
究
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）、
四
七
一
頁
。

（
60
）  

堅
田
・
前
掲
注
（
38
）、
一
一
九
頁
以
下
。

（
61
）  

巌
谷
孫
蔵
『
民
事
訴
訟
法
略
論
』（
明
法
堂
、
一
八
九
四
年
）、
凡
例
一
頁
。

（
62
）  

巌
谷
・
前
掲
注
（
61
）、
二
四
頁
。
な
お
、
江
木
衷
の
『
民
事
訴
訟
法
原
論
』
に
お
い
て
日
本
民
事
訴
訟
法
の
主
義
は
「
放
任
主
義
」
と
表
記

さ
れ
る
。
同
書
に
ド
イ
ツ
法
が
同
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。
江
木
衷
『
民
事
訴
訟
法
原
論
』
有
斐
閣
、
一

八
九
三
年
、
五
五
‐
六
〇
頁
。

（
63
）  

こ
の
説
は
本
多
康
直
、
今
村
信
行
の
説
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
多
、
今
村
・
前
掲
注
（
45
）、
九
〇
頁
で
は
、
民
事
訴
訟
法
第
三
〇
条
に
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つ
い
て
、「
被
告
カ
本
案
ノ
口
頭
弁
論
前
ニ
管
轄
違
ノ
抗
弁
（
第
二
百
六
条
第
二
号
）
ヲ
為
サ
ヽ
ル
ト
キ
ハ
暗
黙
ノ
合
意
ト
看
做
ス
モ
ノ
ト
ス
」

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（
64
）  

明
治
二
三
年
の
日
本
の
民
事
訴
訟
法
と
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
条
文
の
対
応
関
係
を
示
し
た
、
当
時
刊
行
の
文
献
と
し
て
、
高
木
豊
三
『
日
独

民
事
訴
訟
法
対
比
』（
時
習
社
、
一
八
九
二
年
）
が
あ
る
。

（
65
）  
巌
谷
・
前
掲
注
（
61
）、
九
四
‐
九
五
頁
。

（
66
）  
岸
小
三
郎
『
民
事
訴
訟
法
』（
東
京
専
門
学
校
、
一
八
九
六
年
）、
二
一
頁
。
な
お
岸
は
日
本
の
民
事
訴
訟
法
が
ド
イ
ツ
帝
国
民
事
訴
訟
法
を
模

範
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
八
八
二
年
よ
り
一
八
九
一
年
の
間
に
出
版
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
各
種
注
釈
書
、
原
論
も
挙
げ
て
い
る
。
そ
の

名
を
列
挙
す
れ
ば
ビ
ュ
ー
ロ
ウ
、
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ィ
ル
モ
ウ
ス
キ
と
レ
ヴ
ィ
、
ヴ
ァ
ッ
ハ
、
ヘ
ル
マ
ン
、
バ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
な

る
。

（
67
）  

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
（
編
）『
東
京
大
学
百
年
史
　
部
局
史
一
』（
東
京
大
学
、
一
九
八
六
年
）、
六
八
頁
。

（
68
）  

『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
　
従
明
治
廿
九
年
至
明
治
三
十
年
』（
東
京
帝
国
大
学
、
一
八
八
六
年
）、
二
四
五
頁
。

（
69
）  

『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
　
従
明
治
三
十
三
年
至
明
治
三
十
四
年
』（
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
〇
〇
年
）、
八
二
頁
。

（
70
）  

穂
積
陳
重
「
最
新
独
逸
商
法
論
序
」
カ
ー
ル
・
ガ
ー
ラ
イ
ス
（
著
）、
岡
本
芳
二
郎
（
訳
）『
最
新
独
逸
商
法
論
　
上
巻
』（
金
刺
芳
流
堂
、
一

九
〇
五
年
）、
五
‐
六
頁
。

（
71
）  

「
第
一
高
等
学
校
教
授
岡
本
芳
二
郎
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
ニ
就
職
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
任
免
裁
可
書
・
明
治
三
十
九
年
・
任
免
巻

三
十
四
』）。

（
72
）  

一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
（
編
・
発
行
）『
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
　
第
三
集
第
二
巻
』（
一
九
八
二
年
）、
五
四
頁
。
お
よ
び
上
村
直
己

「『
袖
珍
独
和
辞
林
』
編
者
高
木
甚
平
」『
明
治
期
ド
イ
ツ
語
学
者
の
研
究
』（
多
賀
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
二
七
四
頁
。

（
73
）  

『
第
一
高
等
学
校
本
部
一
覧
　
自
明
治
廿
九
年
至
明
治
三
十
年
』（
第
一
高
等
学
校
、
一
八
九
七
年
）、
九
五
頁
。

（
74
）  

鈴
木
・
前
掲
注
（
23
）、
二
七
二
頁
。

（
75
）  

鈴
木
・
前
掲
注
（
23
）、
二
六
三
‐
二
六
九
頁
。

（
76
）  

『
京
都
帝
国
大
学
一
覧
　
従
明
治
三
十
一
年
至
明
治
三
十
二
年
』（
京
都
帝
国
大
学
、
一
八
九
九
年
）、
二
一
頁
。

（
77
）  

山
下
萬
里
「
末
は
博
士
か
大
臣
か
―
―
森
鷗
外
と
千
賀
鶴
太
郎
と
小
松
原
英
太
郎
―
―
」『
鷗
外
』
第
九
四
号
、（
森
鷗
外
記
念
会
、
二
〇
一
四

年
）、
一
三
頁
。



明治日本におけるドイツ法研究の先駆者たち

271

（
78
）  

斬
馬
剣
禅
『
東
西
両
京
の
大
学
』（
講
談
社
、
一
九
八
八
年
）、
四
七
頁
。

（
79
）  

潮
木
守
一
『
京
都
帝
国
大
学
の
挑
戦
』（
講
談
社
、
一
九
九
七
年
）、
九
五
頁
以
下
。

（
80
）  

絶
対
主
義
官
僚
制
の
法
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
概
念
法
学
の
結
合
に
つ
い
て
、
磯
村
哲
は
東
京
帝
国
大
学
の
公
法
学
者
穂
積
八
束
、
上
杉
慎
吉
に

依
拠
し
て
、「
概
念
法
学
的
方
法
に
よ
っ
て
法
の
神
聖
を
確
立
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
「
国
家
ノ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
」
こ
と
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
「
特
殊
―
日
本
的
」
な
変
質
を
受
け
た
概
念
法
学
で
あ
り
、
ド
イ
ツ

的
な
概
念
法
学
と
は
異
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
磯
村
哲
『
社
会
法
学
の
展
開
と
構
造
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年
）、
一
五
‐
一
九

頁
。

（
81
）  

穂
積
重
行
「
穂
積
陳
重
と
ド
イ
ツ
法
学
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
八
四
巻
第
五
号
、（
一
九
六
七
年
）、
七
九
頁
。

（
82
）  

潮
木
・
前
掲
注
（
79
）、
一
九
頁
。

（
83
）  

『
法
令
全
書
　
明
治
二
〇
年
上
巻
』、
一
二
四
頁
。

（
84
）  

『
法
令
全
書
　
明
治
二
三
年
』、
二
二
頁
。

（
85
）  

官
僚
任
用
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
は
天
野
郁
夫
『
増
補
　
試
験
の
社
会
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
〇
七
頁
以
下
、
帝
大
法
科
特
権
に

つ
い
て
は
竹
中
暉
雄
「
帝
大
法
科
特
権
論
考
」『
桃
山
学
院
人
文
科
学
研
究
』
一
三
巻
第
一
号
、（
一
九
七
七
年
）、
五
九
頁
以
下
参
照
。

（
86
）  

中
山
茂
『
帝
国
大
学
の
誕
生
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
）、
七
一
頁
。

（
87
）  

例
え
ば
、
山
川
の
学
位
論
文
で
は
、
共
同
正
犯
と
幇
助
の
外
見
上
の
区
別
を
論
じ
る
際
に
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
解
釈
の
為
に
日
本
法
を
参
照
し
て

い
る
。
そ
の
際
にBoissonade, Projet révisé du Code pénal pour l

’Em
pire du Japon, 1886.

『
日
本
帝
国
刑
法
典
改
正
草
案
』
か
ら
長
文

に
亘
る
引
用
が
見
ら
れ
る
。Yukio Yam

akaw
a, Zur Lehre von der M

itthäterschaft, ein Beitrag zur Interpretation des 

§47 des 
Strafgesetzbuchs für das D

eutsche Reich, G
öttingen, 1900. S. 26. 

ま
た
、
高
木
は
自
身
の
経
歴
を
ラ
テ
ン
語
で
叙
述
し
、
参
考
文
献
と

し
て
は
ド
イ
ツ
語
に
限
ら
ず
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
献
を
使
用
し
て
い
る
。Sim

pe Takaki, D
ie stille G

esellschaft, die Participations

‐und die G
elegenheits

‐G
esellschaft nach den Entw

ürfen eines H
andelsgesetzbuches für Japan, H

alle: W
aisenhauses. 

1890, Verzeichniss, V
ita.

参
照
。

（
88
）  

高
橋
・
前
掲
注
（
4
）、
七
八
〇
頁
。

（
89
）  

判
事
登
用
試
験
制
度
の
成
立
過
程
や
実
施
に
つ
い
て
は
、
岩
谷
十
郎
『
明
治
日
本
の
法
解
釈
と
法
律
家
』（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
二

〇
一
二
年
）、
三
二
九
頁
以
下
参
照
。
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（
90
）  

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
編
）『
大
隈
関
係
文
書
1
　
あ
―
い
の
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）、
六
六
‐
六
七
頁
。

（
91
）  

朝
比
奈
知
泉
『
財
界
名
士
失
敗
談
　
下
巻
』（
毎
夕
新
聞
社
、
一
九
〇
九
年
）、
二
六
五
‐
二
六
六
頁
。

（
92
）  

日
本
評
論
社
編
集
局
・
前
掲
注
（
58
）、
二
七
頁
。

（
93
）  
ウ
ィ
グ
モ
ア
主
任
教
授
時
代
の
慶
應
義
塾
の
法
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
岩
谷
十
郎
「
ウ
ィ
グ
モ
ア
の
法
律
学
校
」『
法
学
研
究
』
六
九
巻
一
号
、

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
94
）  
神
戸
寅
次
郎
「
挨
拶
」『
法
学
会
誌
』
創
刊
号
、（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
会
、
一
九
三
〇
年
）、
三
‐
四
頁
。

（
95
）  

『
慶
應
義
塾
百
年
史
　
中
巻
（
前
）』（
慶
應
義
塾
、
一
九
六
〇
年
）、
三
一
六
‐
三
一
七
頁
。
な
お
、
神
戸
に
支
給
さ
れ
た
留
学
費
用
は
金
三
千

円
で
あ
っ
た
。

（
96
）  

「
時
事
短
評
」『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
八
〇
号
、（
慶
應
義
塾
学
報
発
行
所
、
一
八
九
九
年
）、
八
〇
頁
。

（
97
）  

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
・
前
掲
注
（
49
）、
七
四
九
頁
。

（
98
）  

「
東
京
法
学
院
の
新
施
設
」『
法
学
新
報
』
第
七
七
号
、（
一
八
九
七
年
）、
一
〇
二
頁
。

（
99
）  

中
央
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
事
務
部
大
学
史
編
纂
課
（
編
）『
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
中
大
1
2
5
』（
中
央
大
学
、
二
〇
一
一
年
）、
二
二
四
頁
。

（
100
）  

細
島
喜
美
『
人
間
山
岡
萬
之
助
伝
』（
講
談
社
、
一
九
六
四
年
）、
五
八
頁
。

（
101
）  

明
治
法
律
学
校
に
お
け
る
優
秀
な
卒
業
生
に
対
す
る
海
外
留
学
制
度
は
明
治
三
四
年
六
月
に
始
ま
っ
て
い
る
。
特
に
岡
田
庄
作
は
在
学
時
に
成

績
優
秀
の
た
め
特
待
生
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
留
学
生
と
し
て
任
命
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
明

治
大
学
百
年
史
　
第
三
巻
　
通
史
編
Ⅰ
』（
明
治
大
学
、
一
九
九
二
年
）、
四
〇
八
‐
四
一
一
頁
。

（
102
）  

「
育
て
の
親
」
と
い
う
表
現
は
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
に
お
け
る
「
生
み
の
親
」
ウ
ィ
グ
モ
ア
に
対
す
る
神
戸
寅
次
郎
に
つ
い
て
の
評
価
の

一
つ
で
も
あ
る
。
手
塚
豊
『
明
治
法
学
教
育
史
の
研
究
』（
慶
應
通
信
、
一
九
八
八
年
）、
二
〇
三
頁
。

（
103
）  

「
第
三
期
」
の
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
に
お
い
て
東
京
、
京
都
帝
国
大
学
出
身
者
が
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

日
本
に
お
け
る
法
学
博
士
学
位
の
成
立
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
学
位
と
日
本
の
法
学
博
士
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
稿
で
述

べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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加
藤
　
学
陽
（
か
と
う
　
が
く
よ
う
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会
　
　
法
制
史
学
会
、
法
文
化
学
会

専
攻
領
域
　
　
日
本
法
制
史

主
要
著
作
　
　 「
明
治
二
〇
年
学
位
令
と
法
学
博
士

―
帝
国
大
学
体
制
の
確
立
と
学
位
授
与
」『
法

学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
六
号
（
二
〇
一
八
年
）


